
大学校章
　芝浦工業大学の伝統の地、芝浦は東京湾岸に位置します。海から潮の香届く校舎に学生たちは学び
ました。
　1949（昭和24）年、新制大学となった当時に制定された芝浦工業大学の校章は、中心に据えた
大文字「大学」の下支えに波動を配したもの。立地に恵まれて躍動、発展する工業大学の息吹を表現
したデザインです。
　考案したのは、波形が初代学長を務めた松縄信太（元理事長）、大学の字体が事務局長であった
三浦元秀（元理事長）。二人の合作です。

2026
CAMPUS DIARY



はじめに 学生生活
知っておいてほしいこと  2 キャンパスマナー 20
Web サイト 4 コンプライアンス 21
大地震対応マニュアル 5 飲酒・薬物乱用・勧誘 22

ハラスメント防止 23
窓口案内 国際交流 25

窓口案内 7 公開講座 26
こんなときどうする 9 大宮祭＆芝浦祭 27

課外活動 27
学修

学則・履修登録 11 施設
授業 12 施設貸出 29
試験 13 施設利用 30
成績 14 ▪ PC教室の利用 30
学籍の異動 15 ▪ 図書館の利用 31

ヘルス＆ウェルビーイング・ 33
学費 　トータルサポート室（保健室）

学費の納入 16 ヘルス＆ウェルビーイング・ 34
その他諸費用 17 　トータルサポート室（学生相談室）

 
奨学金 就職・進学

奨学金制度 17 芝浦工業大学の就職支援体制 35
▪ 高等教育の修学支援新制度 17 大学院への進学 36
▪ 日本学生支援機構奨学金 18  
▪ 芝浦工業大学の奨学金 18 キャンパス案内図
▪ 地方・民間団体 奨学金 18 大宮キャンパス　案内図 39
ご父母死亡時の見舞金など 19 豊洲キャンパス　案内図 56
芝浦工業大学 学生総合保障制度 19
　（SAFE システム） 大学の組織 75
大学生協のたすけあい奨学金制度 19

芝浦工業大学所在地ならびに電話番号 77

芝浦工業大学校歌 79

大学の沿革 80

1

CONTENTS



2CAMPUS DIARY 2026

は
じ
め
に

学
　
費

施
　
設

学
　
修

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
図

窓
口
案
内

奨
学
金

就
職・進
学

知っておいてほしいこと
■ ガイダンス
ガイダンスは、毎年度初めなどに実施されます。ガイダンスには授業履修に関するものや進路（進学・就
職）、奨学金、教職課程に関するものなどがあります。詳しくはScombZのお知らせで確認してくださ
い。
いずれも大切なガイダンスですが、奨学金や教職課程に関しては、申請を希望するまたは興味がある場
合に出席してください。

■ 学生証
①学生証は、芝浦工業大学の学生であることを証明するものです。
②�学生証は「ICカード」と「通学定期券発行用シール」の2つで１セットです。入学時に発行したものを
卒業まで使用します。

③大学内では必ず学生証を携帯してください。
④裏面シールの内容に変更があった、もしくは使用欄がなくなった場合は、学生課で再交付します。
⑤ICカードは破損しやすいので、取り扱いには十分注意してください。

■ 再発行
紛失や破損（文字・写真の不鮮明を含む）、ICデータの読み取りができないなどの場合は、再発行が必要
なため、各キャンパス学生課窓口に申し出てください（再発行料3,000円）。再発行後、古い学生証は無
効となります。

■ 学籍
本学の入学者選抜に合格し、所定の入学手続きを行い『学生証』の交付を受けた者は、本学の『学籍』を
取得し、本学で教育を受け、研究活動を行える『学生』としての身分を有します。
また、『在学』とは本学の学籍を有する学期において修業していること（休学・停学していない）をいい
ます。

■ 大学からの連絡・通知・案内
大学からの連絡は、ScombZや本学Webサイト、掲示板を通じて行われます。ScombZのお知らせは、
学籍番号のメールアドレスへの転送設定やLINEでの受信が可能です。必要な情報の見落としが無いよ
う、スマートフォンで予め設定しておくことをお勧めします。

■ 掲示板設置場所
　大宮キャンパス…大学会館前、5号館1階　　　豊洲キャンパス…教室棟2階学生課前廊下

⃝ 学生証の提示が必要な時：
	 ・キャンパスに入構する時　　　　　　　　  ・学割証・各種証明書の発行を受ける時
	 ・試験を受ける時	 ・定期乗車券などを学生料金で購入する時� �
	 ・PC教室、図書館などの施設を使用する時	 ・その他本学の教職員に提示を求められた時� �
	 ・健康診断の時	
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■ 学籍番号
交付された学生証の氏名の上にある番号が学籍番号です。転部・転科などの場合を除き、学籍番号は変更
されません。

例）	 A	 A	 26	 000 
① ②	 ③	     ④

①学部等記号 ②課程・学科・コース／専攻記号
③入学年度（西暦の下2ケタ）	　　④個人番号

学部等
記号 学部等 学科／

専攻記号 コース・学科／専攻名

A 工学部

機械工学課程 A 基幹機械コース/機械工学科
B 先進機械コース/機械機能工学科

物質化学課程 C 環境・物質工学コース/材料工学科
D 化学・生命工学コース/応用化学科

電気電子工学課程 E 電気・ロボット工学コース/電気工学科
G 先端電子工学コース/電子工学科

情報・通信工学課程 F 情報通信コース/情報通信工学科
L 情報工学コース/情報工学科

土木工学課程 H 都市・環境コース/土木工学科
先進国際課程 M

B

システム理工
学部

情報課程

A IoTコース
B ソフトウェアコース
C メディアコース
D データサイエンスコース

機械・電気課程 E 機械・電気コース

建築・環境課程 F 建築コース
G 環境・都市コース

生命科学課程
H 生命科学コース
J 医工学コース
K スポーツ工学コース

数理科学課程 M 数理科学コース

システム理工学部

Ｐ 電子情報システム学科
Ｑ 機械制御システム学科
Ｒ 環境システム学科
Ｎ 生命科学科
Ｖ 数理科学科

C デザイン工学部 Y デザイン工学科
D 建築学部 Z 建築学科

M 大学院理工学研究科修士課程※

A 電気電子情報工学専攻
B 材料工学専攻
C 応用化学専攻
D 機械工学専攻
F システム理工学専攻
G 国際理工学専攻
H 社会基盤学専攻
J 建築学専攻

N 大学院理工学研究科博士（後期）課程※ A 地域環境システム専攻
B 機能制御システム専攻

※2024年度以降の内部進学生については、学部の学籍番号が引き継がれます。
学部から学籍番号継続した学生が、博士（後期）に進学予定のため。

■ 個人番号1ケタ目の数字の区分内訳
・システム理工学部生命科学科	 「 0 」…生命科学コース　「 2 」…生命医工学コース
・デザイン工学部デザイン工学科	 「 0 」…社会情報システムコース（生産・プロダクトデザイン系＊）

「 1 」…UXコース
「 2 」…プロダクトコース（ロボティクス・情報デザイン系＊）
＊2024年度入学生まで

・建築学部建築学科

「 0 」…APコース　　　「 1 ・ 2 」…SAコース　
「 6 ・ 7 」…UAコース
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 Webサイト
本学では、在学生や卒業生、受験生、社会一般の方向けに、さまざまな情報をWebサイトで公開しています。
時間割や所属する学部等の最新情報のほか、大学のニュースや公開講座などの開催情報、キャンパスライフ
に関する案内、図書館の蔵書検索システム、シラバスなど授業や学修に役立つシステムが整備されています
ので、積極的に活用してください。公式SNSでも多様なコンテンツを配信中です。ぜひフォローしてくださ
い。

本学Webサイト　https://www.shibaura-it.ac.jp

■ ScombZ（スコームツー）
大学からの情報提供や各種学内Webサービス（SITRUS、CASTなど）へのリンクを備えた本学のポー
タルサイトです。
LMS（Learning Management System）を包含しており、授業資料のダウンロードやレポート提出
などに使います。LMSの利用範囲は、授業担当教員により異なりますので、その指示に従って利用して
ください。

　 ※ユーザー名は 「学情ID ＋ @sic」、 パスワードは Windows/ADFSパスワード です。
　　 ユーザー名の例:aa00000@sic

スマートフォンからは専用のアプリ(ScombApp)で利用することができます。

主な機能
① お知らせ確認 大学からの連絡や案内、授業に関するお知らせの確認

② 学内システムへのリンク SITRUSやCASTなど学内Webサービスへのリンク

③ アンケート回答 大学からのアンケートへの回答

④ LMS 時間割表示、授業の休講・補講情報の確認
資料確認や課題提出など、授業に関連するコンテンツ確認、操作

⑤ コミュニティ 課程・学科/コース・学年別の掲示板、全学生向け掲示板（外部イベント、コン
ペの案内、アルバイト紹介など）

公式SNSアカウント

ScombZ　 https://scombz.shibaura-it.ac.jp

ScombApp　 https://web.sic.shibaura-it.ac.jp/scombapp

https://www.shibaura-it.ac.jp
https://www.instagram.com/shibaura_instituteoftechnology/?hl=ja
https://www.facebook.com/shibaura
https://www.youtube.com/channel/UCafassgCKLqilK2nJQN4ekw
https://scombz.shibaura-it.ac.jp
https://web.sic.shibaura-it.ac.jp/scombapp
https://www.tiktok.com/@shibaura.insti.of.tech
https://twitter.com/shibaura_it
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メール スマートフォンのアプリ
20XX年XX月XX日 00時00分 関東地域 震度5強 の
地震が発生しました。
　■インターネットで報告
　＊下記のURLからアクセス
　https://www.e-kakushin.com/eanpi/......

安否確認 1分前

安否状況をお知らせください

アプリ通知

交通機関が
動いていない

緊急地震速報 あわてて急に動かない

自分の身を守る地震発生

揺れがおさまった 冷静に周りの状況をみる

今いる場所は安全？

●火災はないか
●負傷者はいないか
●救助が必要な人はいないか
●建物はどのくらい壊れているか

はい いいえ

その場を動かない 避難場所へ

自宅に歩いて帰れる状況か

はい

自宅へ 避難所へ

いいえ

むやみに移動せず、原則とし
て、学内、一時滞在施設等の
安全な場所に、72時間留まる

大学からの安否確認に回答

家族への連絡

・・・・

あらかじめ家族等と複数の
連絡手段を決めておく
＜例＞
●災害用伝言ダイヤル（171）
●災害用伝言板（web171）
●携帯各社伝言板
●Googleパーソンファインダー
●SNS等

・・・・

・・・・

・・・・

※高層階では、大きくゆっ
くりとした揺れが数分続
き、重い物が動く危険が
あるので注意する

※平時からキャスターロッ
クは忘れずに

●停電時、日没後の移動は
危険なため、明るいうち
に帰宅できる状況か、よ
く検討する

●窓や棚から離れる
●バッグ等で頭を守る
●机の下にもぐる
●薬品や、高圧ガスボン
ベから離れる

●屋外では塀や電柱から
離れる

●乗り物内では手すり・吊
革にしっかりつかまる

●エレベーター内では最
寄りの階で停止させ、
すぐに降りる

●上下の移動は、エレベー
ターではなく、階段を使う

大地震対応マニュアル　
■ 地震が発生したら
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メール スマートフォンのアプリ
20XX年XX月XX日 00時00分 関東地域 震度5強 の
地震が発生しました。
　■インターネットで報告
　＊下記のURLからアクセス
　https://www.e-kakushin.com/eanpi/......

安否確認 1分前

安否状況をお知らせください

アプリ通知

■ 帰宅判断
公共交通機関が止まっている場合、無理に帰宅せず、原則として安全な場所に72時間留まることが大切
です。みんなが一斉に動くと、緊急車両が通れなくなるだけでなく、群衆雪崩などの二次災害をおこす危
険性もあります。

■ 避難場所・一時滞在施設・避難所
自宅に一番近い避難場所と避難ルートを在住自治体のHPや防災アプリで事前に確認しましょう。

■ 備蓄品
大学では3日分の水・食料品・使い捨てトイレ等を備蓄していますが、３日滞留することをイメージし
て、コンタクト用品、衛生用品、アレルギー食や常服薬など個人的に必要なものは各自で備えてくださ
い。また、移動中の発災に対応するためにも、簡易トイレ１回分の携帯をお勧めします。

■ 安全の手引き
「安全の手引き」は地震や火事のほか、キャンパスでの活動を安全に行うための適切な対応が
記載されています。よく読んで、安全なキャンパスライフと万一の事故対応に活かしてくだ
さい。
URL　https://www.shibaura-it.ac.jp/visitor/student/safety/

■ 大学からの安否確認
芝浦工業大学では、大規模災害発生時における皆さんの安否確認の手段として、セコム安否確認サービス
を導入しています。
このシステムは、震度５強以上の地震等の大規模地震発生時に安否確認のメール、LINEメッセージ、アプ
リ通知が一斉に通知されます。通知に記載のURLから報告サイトにアクセスし回答いただくことで、学
生・教職員の安否状況を確認するものです。

〈回答方法〉

交通機関が
動いていない

緊急地震速報 あわてて急に動かない

自分の身を守る地震発生

揺れがおさまった 冷静に周りの状況をみる

今いる場所は安全？

●火災はないか
●負傷者はいないか
●救助が必要な人はいないか
●建物はどのくらい壊れているか

はい いいえ

その場を動かない 避難場所へ

自宅に歩いて帰れる状況か

はい

自宅へ 避難所へ

いいえ

むやみに移動せず、原則とし
て、学内、一時滞在施設等の
安全な場所に、72時間留まる

大学からの安否確認に回答

家族への連絡

・・・・

あらかじめ家族等と複数の
連絡手段を決めておく
＜例＞
●災害用伝言ダイヤル（171）
●災害用伝言板（web171）
●携帯各社伝言板
●Googleパーソンファインダー
●SNS等

・・・・

・・・・

・・・・

※高層階では、大きくゆっ
くりとした揺れが数分続
き、重い物が動く危険が
あるので注意する

※平時からキャスターロッ
クは忘れずに

●停電時、日没後の移動は
危険なため、明るいうち
に帰宅できる状況か、よ
く検討する

●窓や棚から離れる
●バッグ等で頭を守る
●机の下にもぐる
●薬品や、高圧ガスボン
ベから離れる

●屋外では塀や電柱から
離れる

●乗り物内では手すり・吊
革にしっかりつかまる

●エレベーター内では最
寄りの階で停止させ、
すぐに降りる

●上下の移動は、エレベー
ターではなく、階段を使う

https://www.shibaura-it.ac.jp/visitor/student/safety/
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窓口案内
大宮 豊洲

キャンパス入構可能時間 7：00～22：00 7：00～22：00

学生課
（奨学金

以外）

月～金 土 月～金 土

授業期間 8:30～17:00 9:00～14:00 8:30～17:00 9:00～14:00

授業期間以外 10:00～15:00 休業 10:00～15:00 休業

大学院
学事部

月～金 土 月～金 土

授業期間 9:00～17:00 9:00～14:00 9:00～17:00 9:00～14:00

授業期間以外 10:00～15:00 休業 10:00～15:00 休業

JASSO奨学
金・就学支援
窓口（学部・
大学院共通）

月～金 土 月～金 土

授業期間 9:00～17:00 閉室 9:00～17:00 閉室

授業期間以外 10:00～15:00 閉室 10:00～15:00 閉室

保健室

月～金 土 月～金 土

授業期間 9:00～17:00 9:00～14:00 9:00～17:00 9:00～14:00

授業期間以外 9:00～17:00 休業 9:00～17:00 休業

学生相談室
月〜金 土 月〜金 土

9:00～17:00 隔週 9:00～14:00 9:00～17:00 隔週 9:00～14:00

ピア･スペース
月～金 土

9:30～16:30 閉室

図書館
月～土 月～土

8:30～21:00 8:30～22:00

キャリアサポート課
月～金 土 月～金 土

9:00～17:00 閉室 9:00～17:00 閉室

情報イノベーション課
月～金 土 月～金 土

9:00～20:30 9:00～17:00 9:00～20:30 9:00～17:00

※�その他、休講日や年末年始などは窓口の閉室、あるいは時間が変更されます。変更がある場合は掲示や本
学Webサイトなどでお知らせします。

※�大宮キャンパスの体育施設の利用は21:00までです。それ以降は片付けのみができる時間とし、必ず22
時までに全員が下校すること。

※大学院学事部の大宮窓口は、土曜日はZoomによる対応となります。

■ 学生課
学部の授業（履修、試験、成績）や学籍、教職課程などの手続きに関する業務を行っています。また、学生
生活や課外活動、留学生に関すること、奨学金、アルバイト、拾得物取り扱いなどの業務も行っています。
学生課前には証明書自動発行機（パピルスメイト）が設置してあり、7～22時で利用できます。利用停止
期間については本学Webサイトで確認してください。
大宮キャンパス　2号館1階　　豊洲キャンパス　教室棟2階

■ 大学院学事部
大学院の授業（履修、試験、成績）や学籍、奨学金、入試に関する手続きなどの業務を行っています。
大宮キャンパス　2号館1階　　豊洲キャンパス　教室棟2階
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■ ヘルス＆ウェルビーイング・トータルサポート室（保健室）（詳細についてはP.33を参照）
学内で体調不良時やケガをした場合の応急処置、健康診断、健康相談などの業務を行っています。
大宮キャンパス　2号館1階　　豊洲キャンパス　研究棟2階

■ ヘルス＆ウェルビーイング・トータルサポート室（学生相談室）（詳細についてはP.34を参照）
学生生活を送っていくなかで経験するさまざまな事柄について相談できます。相談内容については固く
秘密が守られます。どんなことでも困ったときは一人で悩まず気軽に相談してください。
大宮キャンパス　2号館1階　　豊洲キャンパス　研究棟2階

■ ピア･スペース（詳細についてはP.34を参照）
静かな環境でゆっくり休みたい時や、困っているけどどうしたらいいか分からない時に学生・教職員が利
用できる休憩場所です。
大宮キャンパス　2号館1階

■ 図書館（詳細についてはP.31を参照）
図書資料の閲覧や貸出をはじめ、文献複写、レファレンスサービス、リクエスト（新規購入依頼）、情報
検索サービス、その他の利用に関する業務を行っています。
大宮キャンパス　図書館　　豊洲キャンパス　研究棟8階

■ キャリアサポート課（詳細についてはP.34を参照）
求人の紹介や履歴書の書き方、面接などの個別指導、図書の閲覧、その他就職や進学に関する相談を受け
付けています。また、就職活動を目前に控えた3年生、修士1年生を対象とした講座や低学年を対象にし
た講座やイベントも年間を通じて開催しています。
大宮キャンパス　5号館1階　　豊洲キャンパス　教室棟2階

■ 情報イノベーション課
学術情報センターが提供するサービスの管理・運用、および授業支援・研究支援・業務支援に関わるシ
ステムの開発・導入等を行っています。
大宮キャンパス　5号館1階・2号館地下1階　　豊洲キャンパス　研究棟6階
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こんなときどうする

こんなとき 窓口 こうする
（備考・参照媒体）

学
生
証

学生証を紛失・破損した、
再発行したい

学生課
大学院
学事部

紛失後、まずは一週間程度探してみてください。再発行には手数料
3,000円と身分証の提示が必要です。

試験時に学生証を忘れてしまった 『仮身分証明書』を発行します。発行には身分証の提示が必要で
す。授業時は担当教員に忘れたことを申し出てください。

学
籍
に
関
す
る
こ
と

住所・電話番号が変わった
（保証人・学費納入者含む） 住所等変更フォームより申告してください。

改姓・改名した 戸籍抄本の提出および上記の住所等変更フォームより申告してく
ださい。

保証人・学費納入者が変わった 住所等変更フォームからの申告および『誓約書』を提出してくだ
さい。提出書類への新保証人の署名・捺印が必要です。

休学・復学・留年・退学したい 必要書類の受け取りと手続きについて説明を受けてください。
「学修の手引」参照

転部・転科したい 「学修の手引」や毎年12月頃通知の要項を参照してください。

授
業
に
関
す
る
こ
と

履修登録をしたい SITRUSにて登録してください。
「学修の手引」・「時間割検索システム」・「シラバス」参照

他学部・他学科の授業を履修したい
指定期間内に所属学部の「履修登録のお知らせ」を確認のうえ申
請してください。
「学修の手引」・「時間割検索システム」・「シラバス」参照

授業・試験を欠席した P12（授業）、P13（試験）参照

成績を確認したい SITRUSにて「成績通知書」を確認してください。

履修・単位・成績について相談した
い、学業について悩んでいる

「成績通知書」などを持参のうえ、学生課もしくは各学科・コース
のクラス担任/履修指導学年担当教員に相談してください。

教員の連絡先を知りたい

教員の連絡先（メールアドレス）は学内ネットワークに接続のう
え、時間割検索システムから確認することができます。
詳しくは以下のURLを参照してください。
https://web.sic.shibaura-it.ac.jp/page_20200429093533
授業担当教員はScombZのLMSからも確認できます。 

教員と話がしたい

研究室
非常勤
講師室
専門
教員室

オフィスアワーを確認して各研究室を訪ねてください。担当科目
のみを教えに来ている講師（非常勤講師）もいるので、そのような
教員と面会する場合は授業のある日に、各キャンパスの教員室や
非常勤講師室などを訪ねてください。

証
明
書

証明書が欲しい

学生課
大学院
学事部

各キャンパス学生課前の証明書自動発行機（パピルスメイト）で
下記証明書の即日発行が可能です（特殊な証明書は除く）。発行手
数料は各200円です。
＜発行できる証明書の種類＞
在学証明書（和文・英文）	 成績証明書（和文・英文）
健康診断証明書（和文）	 卒業見込証明書（和文・英文）
修了見込証明書（和文・英文）　　 　　　　　　　　など

学外もしくはデータで証明書を発
行したい

証明書発行機（パピルスメイト）で発行される証明書のうち、一部
の証明書をデジタル発行およびコンビニエンスストアの
マルチコピー機から発行できます。
https://www.shibaura-it.ac.jp/visitor/alumni/
guide/certificate/convenience.html

https://web.sic.shibaura-it.ac.jp/page_20200429093533
https://www.shibaura-it.ac.jp/visitor/alumni/guide/certificate/convenience.html
https://www.shibaura-it.ac.jp/visitor/alumni/guide/certificate/convenience.html
https://surl.jp/vRp2uvqG
https://www.shibaura-it.ac.jp/visitor/alumni/guide/certificate/convenience.html
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こんなとき 窓口 こうする
（備考・参照媒体）

証
明
書

学割証が欲しい
学生課

大学院学事部
証明書自動発行機（パピルスメイト）で無料発行できます。

団体旅行割引証が欲しい 学生課
生協

生協・JRみどりの窓口にある申込書を記入し、学生課で学校印を
押印してもらってください。

通
学

通学定期券を買いたい 最寄り駅 学生証裏面の「在籍確認シール」に通学区間を記入し、駅窓口にて
申請してください。

車・バイクで通学したい
学生課

車・バイクでの通学は禁止ですが、大宮キャンパスでは傷病等の
やむを得ない場合に限り許可しています（要申請）。

自転車で通学したい 「駐輪場利用申請および誓約書」を提出し、大学で指定された場所
に駐輪してください（年度ごとに更新が必要）。

学
生
生
活
に
関
す
る
こ
と

落とし物・忘れ物をした

学生課

学内で物を紛失した場合は、学生課へ届け出てください。届けられ
た拾得物は学生課内で保管し、記名がある貴重品等については
メールにてお知らせしています（保管期限あり）。
拾得物を引き渡しの際は本人確認をするため、学生証が必要です。

落とし物を拾った 学生課に届けてください（夜間は守警室または防災センター）。

盗難にあった 学生課に届け出てください。カード類などは悪用される可能性も
あるので各関係機関に直ちに届け出てください。

事件・トラブルに巻き込まれた 学生課および警察に届け出てください。

奨学金を申し込みたい 随時、ScombZでお知らせしています。家計急変など緊急の場合
は随時相談を受け付けています。

部活動・サークル活動に参加したい
クラブ・サークルインフォメーションで公認団体の活
動内容を確認いただき、直接各団体に問合せください。
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/
activity/index.html

部活動の運営（大学に対しての
手続き等）を知りたい

課外活動ハンドブックを参照ください。
https://www.shibaura-it.ac.jp/assets/課外活動
ハンドブック.pdf

掲示・印刷物の配布をしたい 学内で掲示をする時、または、印刷物を学内で配布する時は、現物
とそのコピーをあらかじめ持参し許可を受けてください。

ケガをした、急病になった

保健室

学内の場合は、保健室にて応急処置を受けてください。

感染症（新型コロナウイルス・
インフルエンザ等）にかかったら

医療機関を受診し、登校しないでください。手続き等詳
細は本学Webサイトを確認してください。

 https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/
campus_life/counseling.html#kansen

病院を受診したい

「救急車を呼ぶか」、「どこの病院を受診すれば良いのか」が分か
らない場合は保健室に相談してください。保健室開室時間以外は、
下記機関に相談してください。

機関名 電話番号
埼玉県救急医療情報センター 048-824-4199
東京都保険医療情報センター（ひまわり） 03-5272-0303
東京消防庁救急相談センター #7119

ハラスメントを受けた
ハラス�
メント
相談員

随時相談に来てください
詳細はP.23-24を参照

悩み事を相談したい
学生課
保健室

学生相談室
ひとりで抱え込まずに気軽に相談してください。

大規模地震が発生した P.5を参照

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/activity/index.html
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/activity/index.html
https://www.shibaura-it.ac.jp/assets/課外活動ハンドブック.pdf
https://www.shibaura-it.ac.jp/assets/課外活動ハンドブック.pdf
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/campus_life/counseling.html#kansen
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/campus_life/counseling.html#kansen
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/activity/index.html
https://www.shibaura-it.ac.jp/assets/課外活動ハンドブック.pdf
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/campus_life/counseling.html#kansen
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学則・履修登録
■ 学則とその適用年度
学則は、学生が大学に在籍する期間、学費の納入額をはじめとする大学のルールをまとめたものです。
（『芝浦工業大学学則（2026年度版）』『芝浦工業大学大学院学則（2026年度版）』参照）
学則は、原則として入学年度のものが卒業するまで適用されます。また、学士入学や編入学で入学した学
生は、原則として入学が許可された年次と同一学年次生の学則が適用されます。学則は、本学Webサイト
に掲載しています。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/class/index.html

■ 履修登録
大学では、必修科目を除き自分が履修する授業科目を自主的に決められます。そのため、自分の意思によ
り受ける授業を決めて大学へ申告しなければなりません。この申請を「履修登録」といいます。履修登録
は、原則として授業開始前後に設けられている履修登録期間内に行います。
履修登録方法や注意事項などについては、『学修の手引』を参照してください。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/class/class.html

こんなとき 窓口 こうする
（備考・参照媒体）

学
費
に
関
す
る
こ
と

学費請求書を再発行してほしい
（紛失、破損等）

財務課

下記フォームよりご依頼ください。
https://surl.jp/Z83ixETX

学費請求書が届いていない
学費請求書発送状況を確認しますので、上記フォームより問い合
わせてください。学費請求書の発送時期は「P16. ■学費請求書発
送時期」を参照してください。

期日までに払えない
学生課
大学院
学事部

「学費延納願」を受け取り、手続きを行ってください。

学費納入者氏名・住所を変更したい
住所等変更フォームより申告してください。学費納入者
が亡くなった場合は、速やかに申し出てください。
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_�
life/guide/document.html

施
設
利
用
に
関
す
る
こ
と

学内の教室、体育施設を利用したい
学生課

P.29を参照

学内設置のロッカーを利用したい
（大宮キャンパスのみ） 指定期間内（5月）にSITRUSから申請してください。

図書館を利用したい 図書館 入退館時および貸出時に「学生証」が必要です。

進
路
に
関
す
る
こ
と

就職、進路について相談したい
キャリア
サポート課

窓口・メール・電話にて受け付けています。

資格取得の受験料支援について知
りたい・申請したい P.36を参照

海外留学したい 国際部 随時相談に来てください。また本学Webサイトにも情報を掲載し
ています。

本学の大学院に進学したい 大学院
学事部

例年12月から1月頃に大学院進学情報の動画を配信しますので、
それを視聴してください。

資格取得に関する必要条件について 学生課 随時相談に来てください。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/class/index.html
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/class/class.html
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/guide/document.html
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/guide/document.html
https://surl.jp/Z83ixETX
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/guide/document.html
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授業
■ 授業時間

■ 学部・大学院共通
時限 1限 2限 昼休み 3限 4限 5限 6限

授業時間
9:00
～

10:40

10:50
～

12:30

12:30
～

13:20

13:20
～

15:00

15:10
～

16:50

17:00
～

18:40

18:50
～

20:30

■ 休講
授業担当教員のやむを得ない事情等で、授業を休講することがあります。この場合は、事前にScombZ
のLMSにある「スケジュール」にて確認できます。休講の告知がなく、授業開始時間から50分経過して
も授業科目担当者が教室に来ない場合は、自然休講となります。不測の事態の可能性もありますので、授
業開始時間から15分経過しても教員が来ない場合は、学生課へ連絡してください。

■ 悪天候・鉄道の運行状況等に伴う措置
①台風・大雪等 悪天候の場合、②鉄道の運行状況により、休講等の措置をとる場合は、1・2時限開講科目
は当日午前6時まで、3時限以降開講科目は当日午前10時までに、本学WebサイトやScombZにてお知
らせします。
（注１）本件に関する電話での問い合わせには対応できません。
（注２）やむを得ない状況により措置を変更する場合は、本学Webサイトにてお知らせします。

■ 出欠席

■ 授業の欠席
やむを得ない理由で授業を欠席する場合は、授業担当教員に連絡してください。「欠席届」の提出を求め
られた場合は、大学で定めた欠席理由に該当する場合のみ学生課で発行することができます。本学Web
サイト掲載の「欠席届」と「欠席を証明する書類」を用意し、授業欠席日以降に所属キャンパスの学生課
に申請してください。「欠席届」の取り扱いは、授業担当教員に一任されます。
詳細は以下をご確認ください。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/guide/document.html#kesseki

■ 教員を訪ねる（オフィスアワ－）
本学の専任教員は、週に1、2度オフィスアワーとして、学生対応のための時間を設けています。この時間
には、教員は個人研究室などで学生の質問や個人指導、相談にあたることになっています。曜日や時間
は、本学Webサイトにある教員データベースで確認してください。

http://resea.shibaura-it.ac.jp/

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/guide/document.html#kesseki
http://resea.shibaura-it.ac.jp/
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試験
■ 実施方法
各科目の試験は、原則として各学期の期中・期末に実施されます。受講している科目や、授業担当教員に
よってはレポート、論文などの提出によって試験に代える場合もあります。

■ 実施に関する諸注意事項

■ 座席の指定
試験科目ごとに指定された教室には、各自の座席が指定された座席表が貼り出されていますので、これ
に従って着席してください。座席の指定がない場合は、試験監督の指示に従ってください。

■ 学生証の提示
試験を受ける際は、必ず学生証を持参し、教室の机上通路側の見やすい場所に置いてください。忘れた場
合は、学生課で「仮身分証明書」の交付を受けてください。

■ スマートフォン等の電子通信機器
試験教室内では、電源をOFFにし、カバンの中にしまってください。なお、これらを時計や計算機として
使用することはできません。

■ 教科書等の参照
試験時間中は、授業担当教員から特別の指示がない限り、原則として教科書やノート等の参照はできませ
ん。
許可なくこれらを参照した場合は、不正行為となります。筆箱も筆記用具のみを取り出し、カバンの中に
しまってください。

■ 不正行為（カンニング、レポート剽窃など）
試験やレポート等において不正行為を行った者・補助した者には、その期の履修科目の一部、あるいは全
科目の単位認定を行わないと同時に、学内に公示するなどの厳重な懲戒処分を課します。

■ 追試験
学生本人の傷病、その他やむを得ない事由（正当な理由、注1）で中間・期末試験を受験できなかった場
合は、試験日を含めて4日以内（休業日を除く）に授業担当教員に申し出てください。
授業担当教員が認めた場合に追試験を実施します。また、必要に応じて欠席届の提出（注2）を求める場
合があります。
（注１）やむを得ない事由（例）
　　　・弔事（親族3親等まで）
　　　・公共交通機関の遅延・運休
　　　・上記以外の理由で担当教員が追試験に値する理由と判断したとき
（注２）傷病のための欠席届申請について
　　　・学校感染症でない場合：診断書が必要
　　　・�学校感染症の場合：出校停止が解けた日から4日以内（休業日を除く）に申出をすることで追試

を実施します。診断書の必要なし
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成績
■ 成績の確認
「成績通知書」はSITRUSから確認できます。成績通知書の見方は、右記のQRコードから確認してくだ
さい。

■ 成績に関する質問
成績に関する質問は、成績確認期間中に学生課、大学院学事部が窓口となり受け付けます。成績について
質問したい場合は、本学Webサイト掲載のフォームより申し出てください。申し出がない場合は、確認さ
れたものとし、それ以降の質問は受け付けません。

評定点

工学部、システム理工学部、
デザイン工学部、建築学部 大学院理工学研究科

合格
（単位取得）

Ｓ １００点～９０点

Ａ 　８９点～８０点 １００点～８０点

Ｂ ７９点～７０点

Ｃ ６９点～６０点

認定 Ｎ 他大学や他の教育機関で取得し本学にて認定された科目など

不合格
Ｄ ５９～50点

F 4９～０点

履修中 G 現在履修中で成績が確定されていない科目

それぞれの注意事項や制度、その他の試験・成績に関する詳細については、各学部・研究科の入学年度の「学
修の手引」や「学則」を参照してください。

https://surl.jp/hXbVsvRa
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/class/test_and_result.html
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学籍の異動
休学・復学・留年・退学・除籍・転部・転科・転課程・転コースをまとめて学籍異動といいます。学籍異動を
希望する場合は、別途ScombZで通知する期日までにそれぞれ所定の手続きが必要です。手続申請用紙は
各キャンパス学生課窓口、大学院学事部では、ScombZにて配付しています。

休学
病気、その他やむを得ない理由で、半年又は1年間修学しないことをいいます。休学する場合は、履修指導学
年担当／クラス担任（大学院生は指導教員）と面談（免除の場合あり）のうえ保証人連署の「休学願」の提出
が必要です。

復学 休学期間を満了し、在学状態に戻ることをいいます。対象者には大学より「復学願」を送付しますので、期限
までに提出をしてください。（送付時期　春学期：7月頃、秋学期：2月頃）

留年
単位取得状況などの理由により留年を希望する学生は、事前に履修指導学年担当／クラス担任（大学院生は指
導教員）と面談（免除の場合あり）のうえ、保証人連署の「留年願」を提出してください。進級停止または卒業
（修了）停止の場合は、「留年願」は不要です。

転部・転
科・転課

程・転コー
ス

転部とは、在籍学部から他学部への移籍のことをいいます。転科・転課程・転コースとは、在籍学部内での他
学科・他課程・他コースへの移籍のことをいいます。希望者は、移籍希望学部・学科の定める選考（筆記試
験・面接など）が課されます。
なお全ての学部・学科・課程・コースが毎年転部・転科・転課程・転コース生を募集するとは限りませんので
注意してください。また応募資格も学部・学科・コースによって異なります。手続きなどの日程と併せて確認
をしてください。

停学 学則に背いた者や試験の際に不正行為をした者、学生の本分に反する行為があった者は、停学を命じられま
す。処分期間によっては卒業延期となります。

退学

事情により退学を希望する場合は、履修指導学年担当／クラス担任（大学院生は指導教員）と面談（免除の
場合あり）のうえ、保証人連署の「退学願」を学生証と併せて提出してください。なお退学を希望する学期ま
での学費が完納されていなくてはなりません。学費が納入されないまま学籍を離れる場合は除籍となりま
す。
なお学則により、以下に該当する場合は退学となります。
①入学誓約書に違反した者
②性行不良で学生の品位を乱し、改善の見込みがないと認められた者
③学力劣等で成業の見込みがないと認められた者
④正当な理由がなく常に出席しない者
⑤学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者

除籍

学則により、以下に該当する場合は除籍となります。
①行方不明の届出があった者
②学費の納入を怠り、督促を受けても納入しない者
③学則第14条ただし書きに定める在籍年数を超えた者
④休学期間満了となっても復学などの手続きをしない者

再入学
本学を退学した者（退学を命じられた者を除く）または、学費未納で除籍となった者が再入学を願い出た時
は、退学または除籍までの最長在籍年数から除いた期間以内で卒業見込のある者に限り、再入学を許可され
ることがあります。

その他詳細については各学部・研究科の「学修の手引」を参照してください。
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学費の納入
■ 学費
2026年度の学費は本学Webサイトから確認できます。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/tuition_scholarship/tuition/tuition_ichiran.html     

■ 納入方法
学費納入者宛に送付する「学費請求書」により銀行振込・郵便局払いで納入してください。
振込手数料は、振込人負担です。ただし、みずほ銀行・三井住友銀行の各本支店窓口で振込を行う場合は、
手数料は不要です。

■ 学費請求書発送時期

1年次秋学期分 8月下旬※

2年次以降 春学期分：4月上旬
秋学期分：8月下旬※

※次に該当する場合の秋学期学費請求書発送時期の目安は以下の通りです。
高等教育の修学支援新制度利用者 11月中旬

留学生 10月下旬

学籍異動者（休学、復学など） 10月下旬～11月中旬

■ 納入時期
学費は年額を春学期、秋学期の2回に分けて納入してください。納入期限は以下の通りです。

納入期限（2026年度）

春学期分 ５月７日（木）

秋学期分 9 月 30 日（水）※

※高等教育の修学支援新制度利用者や留学生、学籍異動者の振込期限は別途ご案内します。

■ 学費の延納・未納
経済的理由により、期限までの学費納入が困難になった場合には、速やかに所属キャンパス学生課・大
学院学事部に相談してください。学費の延納などの相談にも応じています。納入期限までに学費の納入
がない場合は、除籍措置が取られることもあります。

■ 休学する場合の学費
休学する学期（学年）は、授業料および維持料を免除し、休学在籍料（半期30,000円、年間60,000
円）および後援会費のみが請求されます。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/tuition_scholarship/tuition/tuition_ichiran.html
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その他諸費用
科目等履修生や転部・転科・転課程・転コースにかかる費用、教職課程受請科は、本学Webサイトから確認でき
ます。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/tuition_scholarship/tuition/tuition_other.html     

奨学金制度
奨学金制度は、主として人物・学業ともに優れた学生、あるいは経済的理由により修学が困難な学生への経
済的援助を通じ、教育機会の均等を図ることを目的としています。奨学金の種類によっては出願資格・貸与
（給付）期間・金額・必要書類が異なります。万が一、家計急変により奨学金が必要となった場合は、随時学
生課・大学院学事部（奨学金窓口）で相談を受け付けます。また、貸与奨学金は将来返還が必要です。返還の
ことまで考えて計画的に利用してください。
奨学金の応募は募集説明会に出席することが必須です。説明会の日程についてはScombZにてお知らせし
ます。その他説明会を行わない奨学金の応募手続きなどについても同様にお知らせをすることがあります
ので、「見落としていた」ということがないように気を付けてください。

■ 高等教育の修学支援新制度

授業料・入学金＊の減免と給付型奨学金（原則返還が不要な奨学金）の2つの支援による制度です（学部生の
み対象）。世帯収入の要件を満たしていること（住民税非課税及びそれに準ずる世帯）、学ぶ意欲がある学生
であること（学業成績、学修計画書等により確認）が要件になります。その他支援対象要件の詳細や支援金
額については、日本学生支援機構または文部科学省のWebサイトで確認してください。毎年4月、10月始期
に募集を行います。
＊入学金の減免が受けられるのは入学時のみです。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/tuition_scholarship/tuition/tuition_other.html
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■ 日本学生支援機構奨学金

■ 貸与奨学金
独立行政法人日本学生支援機構が行う奨学金制度で、経済的理由により修学が困難な学力、人物とも優
秀な学生に対し貸与されます。貸与月額などは、本学Webサイトから確認できます。

■ 継続と適格認定
採用決定後も、継続して奨学金を必要とする場合は毎年１月頃に継続の手続きを行い、適格認定を受け
なければなりません。継続願の記載内容と学業成績などにより審査され、奨学金継続の可否が決定され
ます。また手続きを怠った場合も継続の意思なしとして貸与が終了します。手続きについての詳細は
ScombZにてお知らせします。奨学金の貸与が必要なくなった場合は速やかに辞退の手続きをしてく
ださい。

■ 入学前の予約採用者
高校在学中に採用候補者として採用が内定している人は「採用候補者決定通知」を期日までに学生課
（奨学金窓口）に提出してください。

■ 入学前に貸与を受けていた学生
本学入学前に高校、大学で日本学生支援機構奨学生であった人は、「在学届」をスカラネットパーソナル
にて提出してください。この届により在学中の返還が猶予されます。届け出に必要な学校番号は学生課
（奨学金窓口）にてお伝えします。大学院に進学した場合も同様です。

■ その他（緊急・応急）
生計維持者が、失職・破産・事故・病気・死亡もしくは火災・風水害で著しい減収となった場合、随時奨学
金の申込を受付けています。これらの事由に該当し奨学金を希望する場合は、学生課（奨学金窓口）に相
談してください。

■ 芝浦工業大学の奨学金

本学独自の奨学金を多数用意しています。奨学金の種類や対象者・募集時期等の詳細は本学Webサイトを
確認してください。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/tuition_scholarship/scholarship/original_scholarship.html     

■ 地方・民間団体 奨学金

都道府県市区町村や民間企業・育英事業団体など外部団体が募集している奨学金があります。応募方法につ
いては、大学を通じて推薦するものと学生自身で外部団体へ直接応募するものがあり、ScombZのお知ら
せにて適宜案内します。多くの募集は例年4月〜5月頃に集中していますが、募集があるたびにScombZに
てお知らせします。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/tuition_scholarship/scholarship/original_scholarship.html
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ご父母死亡時の見舞金など
■ 制度のしくみ
入学時に委託会費の「後援会費」を納めることにより、皆さんのご父母（保証人）は芝浦工業大学後援会
会員になります。不幸にして、会員の方が亡くなられた場合、後援会より見舞金の送付が行われます。極力
通夜・告別式前に所属キャンパス学生課に申し出てください。その際はメールや電話連絡でも構いませ
ん。

芝浦工業大学 学生総合保障制度（SAFEシステム）
■ 制度のしくみ
この制度は、学生生活を取り巻くさまざまな経済的要因の中で、学生が安心して学業を続けられること
を目的に設置されたものです。本人のケガや、他人の物を壊したりケガをさせたり、その他の災害や傷害
事故が適用範囲となります。なお、この保険制度にかかわる保険料は、全額大学が負担しています。詳し
い制度の内容や適用事例などは、本学Webサイトから確認できます。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/campus_life/guarantee.html　　　　　 

■ 申請手続き

■ 保険制度
万が一、傷害・事故などが発生し保険請求を行う際は保険会社に直接連絡してください。保険会社に申請
が認められた場合に保険金が支払われます。請求方法の詳細・連絡先は上記Webサイトをご確認ください。

■ 奨学金制度
P.17の奨学金の他、学内外の緊急対応可能な奨学金を紹介します。家計が急変し奨学金の必要が生じた
際には各キャンパスの学生課または大学院学事部まで問い合わせてください。

大学生協のたすけあい奨学制度
■ 制度のしくみ
扶養者が亡くなられたことにより学業継続が経済的に著しく困難である学生は、大学生協のたすけあい
奨学制度（給付）に応募することが可能です。

https://www.univcoop.or.jp/syogakuzaidan/index.html

■ 申請手続き
下記Webサイトから学生自身で応募手続きを行ってください。大学生協の組合員やCO・OP学生総合共
済の加入者以外も対象となります。

https://www.univcoop.or.jp/syogakuzaidan/business/requirements.html

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/campus_life/guarantee.html
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/campus_life/guarantee.html
https://www.univcoop.or.jp/syogakuzaidan/index.html
https://www.univcoop.or.jp/syogakuzaidan/business/requirements.html
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キャンパスマナー
キャンパスという一つの社会で、豊かな学生生活を送るために、お互いにルールとマナーを守って、他人の
迷惑にならないように留意しなければなりません。

■ 通学方法
本学では、教育・研究の場に相応しい「環境の確保」、「交通事故防止」および「地域住民の生活環境」を遵守
するために、通学方法を規制しています。通学には、バス・電車などの公共の交通機関を利用してください。

■ 自動車・バイクによる通学
自動車・バイクでの通学は原則として禁止しています。大宮キャンパスにおいては傷病等のやむを得な
い場合に限り、申請・許可による学内駐車場利用を認めています。

■ 自転車による通学
自転車は、指定された場所に駐輪してください。また駐輪場では、盗難防止のため施錠してください。利
用を希望する場合は、決められた期間に学生課窓口で申請し、交付されたステッカーを自転車に貼ってく
ださい。年度ごとに更新が必要となります。更新手続きしないまま放置されている自転車は、廃棄処分の
対象になります。

■ スクールバスの利用（大宮キャンパスのみ）
JR宇都宮線東大宮駅および東武アーバンパークライン岩槻駅の2駅と大宮キャンパスとの間で、通学用
のバスを無料で運行しています。
乗車の際は、危険防止や近隣への迷惑防止のため必ず整列してください。
なお、東大宮駅からバスを利用する場合、午前の授業開始前の時間帯は大変混雑するため徒歩通学をお
すすめします（東大宮駅↔大宮キャンパス：徒歩約20分）。
時刻表や停留所の位置など、詳細は本学Webサイトを確認してください。

■ 学内でのスマートフォン等の利用
学内にいる間は、マナーモード・留守番電話機能などを利用し、周囲に迷惑を掛けないよう心がけましょ
う。また、歩きスマホも危険なためやめましょう。

■ 喫煙
所定の場所（灰皿設置場所）のみが、喫煙の許された場所です。また路上喫煙・ポイ捨ては地域住民の
苦情や罰則の対象となる場合があるので注意してください。

■ ゴミの分別・リサイクル化
ゴミのリサイクル化を環境目標の活動の一環として推進しています。
学内ルールに従って、「可燃物」「不燃物（金属類・ガラス類）」「ペットボトル」「缶・ビン」「古紙」などに
分けて回収しています。
ゴミの分別・リサイクル化・廃棄に関するルールなど、詳細は本学Webサイトを確認してください。

https://www.shibaura-it.ac.jp/access/omiya.html#omiya_train
https://www.shibaura-it.ac.jp/visitor/student/safety/specialty.html#haiki
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■ 盗難について注意
教室や体育館の更衣室、図書館、ラウンジ、自習スペースなどでの置引や、キャンパス内での自転車盗難
が増えています。
特にロッカーや自転車には必ずカギをかけ、貴重品は常に携帯し、自己管理を徹底しましょう。
被害に遭った際は速やかに学生課へ『紛失・盗難届』を提出してください。持ち物には名前や学籍番号を
記入しましょう。

■ インターネットへの書き込み
本学の学生と思われるSNSなどインターネット上への投稿（画像を含む）に対し、学内外から、厳しい
批判の声が多数寄せられています。特定の個人・団体に対する誹謗中傷はもってのほか、投稿した内容
は、自分とは全く無関係の第三者が閲覧することはいうまでもありません。安易な書き込みは、世間に対
し誤解を招く場合もあります。投稿内容については、各自が責任を持ち厳重に注意を払ってください。

コンプライアンス
「研究倫理」という言葉があります。
昨今、研究活動上の不正行為等について数多く取り上げられています。その中には、大学生が授業の課題で
提出するレポートの作成時に、インターネット上で公開されている他人の文章や図表を無断でコピー＆
ペーストし、処分を受ける事例が報告されています。本学では、研究倫理教育を通じて、正しい知識に基づく
研究活動がおこなわれるよう支援をおこなっています。

https://www.shibaura-it.ac.jp/research/ethics/index.html　 　

https://www.shibaura-it.ac.jp/research/ethics/index.html
https://www.shibaura-it.ac.jp/research/ethics/index.html


22CAMPUS DIARY 2026

は
じ
め
に

学
　
費

施
　
設

学
　
修

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
図

窓
口
案
内

奨
学
金

就
職・進
学

飲酒・薬物乱用・勧誘
■ 飲酒
アルコールは不適切な飲み方をすると、急性アルコール中毒や肝炎など身体に悪影響を及ぼし社会的に
は犯罪や交通事故など様々な問題に関係します。イッキ飲みによる死亡事故は後を絶たず、勧めた者の
責任も問われます。また20歳未満の飲酒は法律で禁止されており、その場に同席した成人も処罰されま
す。

■ 飲酒の心得5か条
　①イッキ飲みは決してしない、させない
　②飲めない人には勧めない
　③体調が悪い日、風邪薬や痛み止めなどの薬を飲んでいる時は飲まない
　④食べながらゆっくり飲む
　⑤飲める人でも「ほろ酔い」段階で切り上げる

■ 薬物乱用
大学生による大麻等の薬物の乱用が社会問題となっています。薬物乱用は身体や生命に危害を及ぼすだ
けではなく、家庭や本人自身の将来をも崩壊させることになります。気軽な気持ちやファッション感覚
で安易に薬物に手を出さないよう、事の重大さをよく認識することが大事です。

■ 薬物犯罪に巻き込まれないために
　・薬物乱用の危険は身近にあり、自分には関係ないと思わないこと
　・誘われてもはっきり断る勇気を持つこと
　・一人で悩まず、友人や家族、大学に相談すること　

■ 悪徳マルチ商法への対応
悪徳マルチ商法とは、商品価値の不明確なものを販売し、その売り上げや手数料で利益を上げる行為を
指します。これを友人などに紹介・販売することはもちろん、購入することも禁止します。友人をなくす
ことにもなりますので十分注意してください。

■ 宗教団体からの勧誘
学生へのカルト宗教団体などの勧誘が確認されています。はじめは信者であることを隠し、サークルや
ボランティア活動を装って甘い言葉で近づき、巧妙な手段で洗脳していきます。このような団体に取り
込まれると、多額の金品を請求されたり、社会と隔離されたりするなどの被害に遭うことがあります。不
審に思ったら誘いに乗らず、きっぱりと断ってください。また、困ったことがあれば一人で悩まずすぐに
学生課に相談してください。
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ハラスメント防止
大学は教員と学生、学生同士、教員と職員、職員と学生など、いろいろな人間関係によって構成されています。
芝浦工業大学では、ハラスメントのない健全で快適なキャンパス環境を維持するため、ハラスメント防止の
取り組みをしています。

■ ハラスメントとは
相手の意に反する不適切な発言、行為などを行うことによって、相手側に精神的な面を含めて不快感や
不利益を与え、人権を侵害し、教育研究・学習の環境を悪化させたりすることです。

■ セクシュアル・ハラスメントとは
相手を不快にさせる性的言動により、相手に精神的、肉体的な苦痛または困惑を与えること。
例えば…	・クラブやサークルなどで、周りのことを気にせずに性的な冗談話をする
	 ・食事やデートに執拗に誘う
	 ・身体への不必要な接触をする
	 ・�わいせつな写真や文章などをわざと見せたり、学内のパソコン上にわいせつな画像を表示する

■ パワー・ハラスメントとは
就学上または就労上の力関係を利用して、その権限を逸脱して不適切な言動、指導を行い、相手に精神
的、肉体的な苦痛または困惑を与えること。
例えば…	・時間外の付き合いまで強要され、拒否したら「付き合いの悪い奴」と嫌味を言い続ける
	 ・みせしめのために特定の者を攻撃し、周囲を委縮させて支配力を得ようとする

■ アカデミック・ハラスメントとは
教員などの権威的地位にある者が、その職務を逸脱して不適切な言動、指導を行い、相手に精神的、肉体
的な苦痛または困惑を与えること。
例えば…	・「放任主義だ」と言い、必要な教育・研究指導やアドバイスを一切行わない
	 ・「卒業させないぞ」など脅かしの発言をする
	 ・研究と無関係な雑用を押しつける
	 ・研究成果やアイディアを流用する

どこまでがハラスメントで、どこからがそうでないのか目に見える基準があるわけではありません。何気な
く行動したつもりでも相手が嫌だと感じたり、不快に感じたり、人権を傷つけられたと感じたりすれば、そ
れはハラスメントになります。
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■ 相談したいときは
ハラスメントに悩んだら、以下の相談窓口へ相談してください。相談したことで、あなたが不利になる
ことはありません。プライバシーも守られます。

相談窓口

ハラスメント相談員

ハラスメント相談員一覧表は、各キャンパスのヘルス＆ウェルビーイング・トータルサポー
ト室（保健室・学生相談室）入口や学内の掲示板に掲示しています。また、芝浦工
業大学ハラスメント防止 Webサイトにも掲載しています。
芝浦工業大学ハラスメント防止Webサイト
https://surl.jp/harassment_prevention

ハラスメント･
ホットライン

電話による相談

0120-067-079（フリーダイヤル）

電話開設時間 月～金:12:00～21:00
土　　:  9:00～17:00

WEBによる相談

URL https://www.dial-soudan.jp/rs/shibaura/p-index.php

https://surl.jp/harassment_prevention
https://www.dial-soudan.jp/rs/shibaura/p-index.php
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国際交流
■ 留学相談
国際部では、語学研修プログラムや交換留学など本学主催の留学プログラムはもちろんのこと、個人的
に留学を考えてはいるが、どのように準備・応募したら良いか分からない、留学時の奨学金についてなど
の個別相談に応じています。
（奨学金については17ページ参照）

　

お問い合わせ

窓口
豊洲キャンパス 本部棟4階　国際プログラム推進課 （Tel） 03-5859-7140

大宮キャンパス 大学会館2階　グローバルラーニングコモンズ（GLC） 048-720-6390

お問合せフォーム https://forms.office.com/r/UqzhAx2Kpq

URL https://www.shibaura-it.ac.jp/global/index.html

■ 国際交流プログラム
本学では海外の協定校や提携企業と以下のようなプログラムを活発に実施しています。各プログラムの
詳細や、プログラム体験談については本学Webサイト（上記URL）を参照のうえ、国際部に問い合わせ
てください。

■ 海外派遣プログラム
プログラム名 プログラム内容 対象

グローバルPBL
（Project Based Learning）

海外協定校にて現地の学生とともに与えられたテーマに従い課題解決に
取り組むプログラムで期間は約８日間～最大で3週間です。

学部生
大学院生

語学研修 授業期間外にアメリカ、マレーシア、インド等にて2週間〜1ヵ月間集中的に
英語を学ぶプログラム。

学部生
大学院生

交換留学（授業履修型）海外協定校にて開講される一般授業（英語または現地で使用されている言語）を1～2セメスター聴講するプログラム。
学部3年次以上
大学院生

交換留学（研究室配属型） 海外の協定校の研究室で8日間〜1年間研究活動を行うプログラム。 学部4年次以上
大学院生

海外インターンシップ
授業期間外に本学の海外提携企業または学外機関が実施する海外インター
ンシッププログラムに参加し、2週間以上海外での就業経験を積むプログラ
ム。

学部3年次以上
大学院生

https://forms.office.com/r/UqzhAx2Kpq
https://www.shibaura-it.ac.jp/global/index.html
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■ 国内プログラム
プログラム名 プログラム内容 対象

毎日学べる英会話
キャンパスでの空き時間にネイティブ講師の英会話レッスンが受けられる
プログラム。
春学期5月～7月・秋学期9月～12月（各50レッスン）

学部生
大学院生
（教職員にも公開）

スタディサプリ
ENGLISH

アプリ型のTOEIC教材で効率よくスコアアップすることができるプログラ
ム。（受講後のTOEICスコア提出必須）

学部生
大学院生

プレゼン英語修得講座 研究テーマや学会発表に関連したトピックで英会話を学ぶプログラム。 学部生
大学院生

グローバルPBL
（Project Based Learning）

2〜4週間、本学にて海外協定校の学生とともに与えられたテーマに従い
課題解決に取り組むプログラム。

学部生
大学院生

※プログラムは変更・追加することがあります。

公開講座
地域連携・生涯学習センターでは、学生の皆さんも受講可能な公開講座を実施しています。在学生は受講料
が無料です。

■ 2025年度開講実績
・自然がもたらす地盤のリスク～見て納得！液状化を探る～
・アントニ・ガウディと自然～サグラダ・ファミリアの完成に向けて～
・温暖化による都市水害の増加に備えるには～最前線の取り組みを学ぶ～
・サイバーセキュリティと社会～情報通信技術の与えた影響～
・世界文化遺産～都市と建築の未来を考える～
・感覚栄養学を知ろう～味は健康を調節する～
・アルツハイマー病を克服するための研究と治療～症状の理解と治療薬の最前線～
今後も様々な講座を開講いたします。詳しくはWebサイトをご覧ください。

■ 学生スタッフ募集
公開講座をサポートする学生スタッフを募集しています。興味のある方は、下記までご連絡ください。

連絡先：地域連携・生涯学習センター

窓口 豊洲キャンパス本部棟14階 TEL 03-5859-7120

E-mail rclls@ow.shibaura-it.ac.jp FAX 03-5859-7121

公開講座Webサイトです!

https://surl.jp/8PnmzGSD


27

は
じ
め
に

学
　
費

施
　
設

学
　
修

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
図

窓
口
案
内

奨
学
金

就
職・進
学

大宮祭＆芝浦祭
■ 大宮祭
大宮祭は、毎年5月の日曜日に行われる大学祭で、大宮キャンパスにて開催されるため大宮祭と呼ばれて
います。大宮祭は、主として、地域住民との交流を目的としており、大学では積極的に全学生が参加でき
るように、後片付けを含めた期間中は、授業を休講するなどの措置をしています。

■ 芝浦祭
芝浦祭は、毎年11月4日の「創立記念日」の前後に行われる大学祭で、豊洲キャンパスにて開催されま
す。芝浦祭は、学生団体の活動成果発表の場でもあり、大学では積極的に全学生が参加できるように、準
備・後片付けを含めた期間中は、授業を休講しています。

上記2つの大学祭はそれぞれの実行委員会により、企画・運営されています。イベントの企画・運営など
に関心のある人は、大宮祭実行委員会・芝浦祭実行委員会に問い合わせてください。
これらの学園祭に参加を希望する学生団体ならびに学生有志グループに対して、参加団体向け説明会が開
催されます。学内掲示板などで確認してください。

課外活動
■ クラブ・サークル活動
卒業した後、大学生活の一番の思い出としてクラブ・サークル活動を挙げる人は少なくありません。加入
する時期は4月の新入生勧誘時期だけとは限らず、大学生活が落ち着いた時期に加入できる団体も多く
あります。

■ 課外活動団体
「文化会」および「体育会」は、学生が所属する課外活動団体（クラブ）の連合です。大学も、課外活動の
自主性を尊重するとともに更なる発展を図るため、資金面も含めたさまざまな支援を行っています。ま
た、これらの団体に加盟していないサークルや同好会も多くあります。

■ クラブ・サークルへの加入
入部にあたっては、各クラブ・サークル案内や先輩などの意見を参考にして自分に合ったもの、活動して
みたいもの、活動内容などをよく理解した上で入部することが肝心です。入部の意志のないときは、トラ
ブルを避けるためにも勧誘されても毅然とした態度で断ることも大切です。クラブ・サークルに加入し
たい場合には、各クラブ・サークルに直接問い合わせてください。

■ サークルの結成
新たにサークルを結成して活動を希望するときには、学生課に「団体設立届」を提出してください（設立
にはその他条件があります）。活動が長く続かずに1年から2年で自然消滅してしまうケースも見受けら
れるため、結成の際は、メンバーとの話し合いを十分に行ってください。また、既存のクラブ・サークルは
毎年5月末までに学生課へ「団体継続届」の提出が必要です。
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■ クラブ・サークル一覧
2025年度届出団体は、上部団体（5団体）・文化会（22団体）・体育会（30団体）・文化系
サークル（25団体）・体育系サークル（14団体）となります。各団体の活動内容や詳細につ
いては『クラブ・サークルインフォメーション』を参照してください。　
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/activity/

■ 学生自治組織

■ 学生自治会
大学の運営は理事や教職員だけで決定して行うのではありません。学生生活の向上のために、さまざま
な環境や条件について考え、自ら企画・運営し、ときには教職員と協力して、さらに素晴らしい大学を築
き上げていく、そのために皆で民主的にまとめあげていく学生自治会があります。学生自治会に加入し
た学生の皆さんがまとめ上げられた要求は学生の総意となり、大学はできる限りそれに応えていくよう
にしています。
■ 学生大会
学生自治会では毎年6月頃、「学生大会」が開催されます。ここでは、行動方針や会費の使途、大学への要
求項目などを決議します。

■ 課外活動の注意点

■ 課外活動の届出
大学では、本学学生が課外活動を行う際は所定の書式を作成して、学生課への提出を義務づけています。
詳しくは以下のページを確認してください。なお、活動にあたっては、事故防止のための健康管理に努め
ると共に､安全対策に配慮し、適切な任意の保険に加入することを勧めています。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/guide/document.html　　　

■ 活動中の音
課外活動中におけるさまざまな音（楽器音、笛、太鼓、エンジン音、掛け声、マイクを使った歌声、大音量の
音楽再生など）が、授業などに支障をきたすこともあるため、音を出す場合は6限以降にしてください。
大宮キャンパスの音出し可能な施設は2号館、3号館、齋藤記念館です。また、大学周辺の道路・公園等に
出てトレーニングなどをする場合も、通行人や車両・周辺住民の迷惑とならないよう、細心の注意を払う
ようにしてください。

■ 荷物の受け取り
クラブ・サ－クル宛ての荷物を大学で受け取る場合、学生課では代理の受け取りはしていません。届け先
をクラブハウス棟部室宛に指定してください。また、その際は必ず受取可能な日時を指定し、受取人の氏
名・所属団体名・電話番号も明記してください。

■ ボランティア活動
ボランティア活動に従事する場合には、「ボランティア活動届」を原則1ヶ月前までに提出してくださ
い。その際、補足資料なども添付してください。後日参加可否を通知します。活動後は速やかに報告書を
提出してください。また、ボランティア活動に参加する際は必ず最寄りの社会福祉協議会でボランティ
ア活動保険に加入してください。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/guide/document.html
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/activity/
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/guide/document.html
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施設貸出
■ 学生団体の教室利用
学生団体が各キャンパスの教室を利用する場合には次のことに注意してください。原則として学生個人
には教室の貸出を行いません。
1．�教室を利用する際は、施設予約システム（ScombZのリンク集に掲載）から予約をしてください。
利用申請は、原則、前月の1日12時40分から可能です。申請内容を学生課が確認の上
で、承認して予約確定となります。詳細についてはQRコード（学生専用）を参照して
ください。
※豊洲キャンパスの教室予約は豊洲学生課の窓口にて予約受付しています。

2．�あくまでも授業を最優先するため、緊急で授業に使用することになった場合には利用できないことも
あります。

3．利用時間は原則として次のとおりです。キャンパス（施設）毎に異なります。
　　　　平　日　16：50〜21：00（授業のない日は 9：00〜21：00）
　　　　土曜日　12：30〜21：00
　　　　休　日　  9：00〜21：00
　 �研究室や授業で使用する際には教員より申請してください。
4．次の教室は、原則として学生団体には貸し出しません。
　　　　実習室・実験室・製図室・PC教室
5．�翌日の授業に影響のないように、教室使用後は、利用した椅子・机・設備は元の位置に戻してくださ
い。また、黒板などを使用した場合は必ず消し、ゴミなどは所定の場所に捨てるようにして、退出時に
は窓を閉め、空調・電灯は消してください。

6．掲示物は、壁・柱・ガラスなどに貼らないでください。
7．近隣に迷惑のかからないように、大きな音は出さないようにしてください。
8．施設・設備を破損紛失した場合には、使用者が弁償することになります。
9．その他、教職員の指示に従ってください。

以上の事項を守らなかった場合は、その団体の教室使用許可を取り消し、次回から教室などの貸出を中
止する場合があります。

■ 運動施設の利用（大宮キャンパス）
課外活動などで体育施設を利用するには、教室同様、施設予約システムから使用申請を行ってください。
利用申請は、原則、前月の25日12時40分から可能です。使用申請後の手順は、教室使用と同様です。
体育会・文化会加盟団体に使用優先権がありますが、予定が空いていれば利用できます（一部施設除
く）。なお使用にあたっては、教室と同様、教職員の指示に従ってください。
使用時間等は本学Webサイトをご確認ください。
公認団体以外は「緊急時連絡先名簿（緊急時の連絡先として親またはこれに代わる人の電話番号記入の
もの）」を「施設使用届」と同時に学生課に提出してください。
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/facility/omiya_sports_facilities.html

■ 体育館の利用（豊洲キャンパス）
申請フォーム（https://forms.gle/BqofApf1A5hduckd7）に必要事項を入力してください。 
後日、豊洲学生課より申請団体代表者へ利用可否の連絡をします。利用月の前月1日までの
申請が必要です。

https://shibaura.sharepoint.com/:f:/t/students-affairs-section-allcampus-tm/Ejjp4JWkAQVCgN1sNxni218B-Pxl2YKipXMpIWaXuwj-lQ?e=1kXJPj
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/facility/omiya_sports_facilities.html
https://forms.gle/BqofApf1A5hduckd7


30CAMPUS DIARY 2026

は
じ
め
に

学
　
費

施
　
設

学
　
修

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
図

窓
口
案
内

奨
学
金

就
職・進
学

前月1日までに予約希望が無かった利用枠は、3営業日前まで先着で受け付けます。予約は、大学公認の
学生団体・研究室等の団体単位とし、個人利用の予約は受け付けていません。
利用時間は原則として以下の通りです。
事前予約の場合：平日及び土日の1～6限（9:00～20:30）
　　　　　　　　※最大で連続2時限分の利用
自由利用の場合：平日1～4限のうち予約の無い時間帯（9:00～16:50）

当日の予約状況は体育館入口のQRコードを読み取ると確認することができます。確認にはSRAS 無線
LANへの接続が必要です。

施設利用
■ PC教室の利用
PC教室は、大宮キャンパス２号館地下１階、５号館１・５階、豊洲キャンパス教室棟６階に設置されてい
ます。

キャンパス フロア 部屋名

大宮キャンパス
２号館地下１階 2B01～2B05教室（PC）

５号館１階 5151教室（PC）

５号館５階 5551教室（PC）

豊洲キャンパス 教室棟６階 604～609教室（PC）

以下の教室は持ち込みPC用教室です。備え付けのPCはありませんが、外部ディスプレイおよび有線
LANが利用できます。

キャンパス フロア 部屋名

大宮キャンパス
２号館地下１階 ２B09～２B13教室

５号館１階 5172教室、5173教室

豊洲キャンパス 教室棟６階 601～603教室

■ 利用時間
授業を行っていない場合、以下の時間の範囲内で自由に利用できます。

月～土 9:00～20:30

システムの保守、授業期間外などのために開室・閉室時間の変更などがある場合があります。

■ 利用ルール
別に定める『芝浦工業大学学術情報センター情報システム運用細則』や、PC教室のルール（飲食禁止
等）をよく理解したうえで、利用してください。

■ ソフトウェアの利用
本学では、マイクロソフトのOSやOfficeなど、各種ソフトウェアについてサイトライセンス契約を結ん
でおり、PC教室以外のコンピュータでも利用できるものがあります。

『芝浦工業大学学術情報センター情報システム運用細則』やPC教室のルール、ソフトウェアの利用等に
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ついては、学術情報センターのWebサイトを参照してください。

■ 図書館の利用
図書館は、各キャンバスにあります。本学の学生や教職員の他、卒業生や元専任教職員、図書館長が許可
した人が利用することができます。

図書館を利用する際には学生証を必ず持参してください。図書館の入退館や貸出の際に必要となります。

■ 開館時間
大宮図書館 豊洲図書館

月〜土 8:30～21:00 8:30～22:00

※試験期間は日曜開館を実施します。
※開館時間の変更は、館内の掲示や図書館Webサイト「開館スケジュール」 をご覧ください。

■ 貸出冊数と期間
図書 視聴覚資料（一部）

冊数 期間 点数 期間
合計30冊 3週間 合計15点 1週間

貸出や予約の方法、各種図書館が行っているサービスについては図書館Webサイトで確認してください。

■ 入構・臨時駐車手続きについて（大宮キャンパス）
キャンパス内での短時間の車両入構や駐車場利用時には、それぞれの許可申請が必要です。
いずれも利用日の７日前までに申請してください。
期限を過ぎた申請は許可されないことがありますので期日に余裕を持って申請をいただ�
きますようお願いいたします。

■ 車両入構・共用部での作業実施について（豊洲キャンパス）
キャンパス内での車両入構を伴う搬出入作業や、外構・廊下等の共用部での作業・イベント・実験などの
実施には『作業届』の申請が必要です。
作業実施希望日の７日前までに施設課（豊洲）へ申請書を提出してください。
なお、豊洲キャンパス内は駐車スペースが限られています。できる限り外部の駐車場や公共交通機関を
ご利用ください。

■ 熱海セミナーハウス―SIT熱海サテライトキャンパス
熱海駅より徒歩5分程度、海の香りを感じられる好立地にセミナーハウスを整備いたしました。学生・生徒・
教職員・卒業生・その他関係者のみなさまにご利用いただけます。学びの場、コミュニケーションの場とし
てぜひご活用ください。

学術情報センターWebサイト　https://web.sic.shibaura-it.ac.jp

　図書館Webサイト	  https://lib.shibaura-it.ac.jp

https://web.sic.shibaura-it.ac.jp
https://lib.shibaura-it.ac.jp
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=jQTFvwSX7UCKTKNczzapNq1Ptelbuv1IiMjGcjtdPGRURDlMQkszQTZDTjNGNTJUUVZTOUkxU0IwViQlQCN0PWcu
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■ 料金表
素泊まり 朝食 夕食 予約可能期間

① 学生もしくは生徒本人 1,000 500 2,000 3か月前の0時～

②
①の家族（16歳以上）

4,150 500 2,000 2か月前の0時～
※同居の有無は問わず、3親等まで

③
①の家族（7歳以上16歳未満）

1,000 500 2,000 －
※同居の有無は問わず、3親等まで

④ ①と同伴（7歳以上） 6,150 500 2,000 －

⑤

7歳未満のお子様

無料 無料※ 無料※ －

※�ご飯、お味噌汁となります。予約
システムでは「なし」をご選択
ください。

※�大人と同様、朝食500円、夕食
2,000円のメニューもご選択
いただけます。

※上記以外の利用料金Webサイトを参照してください。

　https://www.shibaura-it.ac.jp/about/facility/atami.html#info

■ 申込方法
■ 団体利用（20名以上）の場合
1.�以下のリンクまたはQRコードの予約システムより代表者の「新規申込者登録」をお願いします。すでに申込
者登録が終わっている方は登録不要です。新規申込者登録は予約代表者の方のみで結構です。

　https://surl.jp/atami_registration

2.�事前に熱海セミナーハウスまで空き状況をお問い合わせの上、団体予約申込フォーム よりお申し込みくださ
い。なお、50名以上の場合は全館貸切でのご利用も可能です。

　�https://surl.jp/atami_groupreservation

■ 個人利用の場合
1.�以下のリンクまたはQRコードの予約システムよりお申し込みください。初回お申し込み時は「新規申込者登
録」をお願いします。お申し込み後は登録したアドレスに予約完了メールが届いていることをご確認くださ
い。

　�https://surl.jp/atami_registration

■ 所在地
〒413-0019
　静岡県熱海市咲見町9-18
　芝浦工業大学 熱海セミナーハウス
　TEL：0557-48-6737
　※緊急時以外のお問い合わせは、早朝夜間を避け8－18時の間にお願いいたします。

その他の利用案内はWebサイトで確認してください。

https://www.shibaura-it.ac.jp/about/facility/atami.html　　　　

https://www.shibaura-it.ac.jp/about/facility/atami.html
https://www.shibaura-it.ac.jp/about/facility/atami.html#info
https://surl.jp/atami_registration
https://surl.jp/atami_groupreservation
https://surl.jp/atami_registration
https://www.shibaura-it.ac.jp/about/facility/atami.html
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ヘルス＆ウェルビーイング・トータルサポート室（保健室）
保健室では学生・教職員の健康保持増進、健康管理、疾病予防および急病、体調不良、ケガなどの応急処置を
おこなっています。健康面での不安・悩みのある方は遠慮なく来室し、相談してください。

■ 学校医健康相談日
月に1〜2回、学校医の先生が相談に応じる「健康相談日」を設けています。

健康相談日 電話番号・場所

大宮キャンパス 月2回
日程、時間は掲示参照

048-687-5113
2号館1階

豊洲キャンパス 月2回
日程、時間は掲示参照

03-5859-7400
研究棟2階

電話番号を通知しておかけください。

■ 定期健康診断
定期健康診断は『学校保健安全法』で定められており、毎年春に実施しています。受診できなかった場合
は、自己負担で医療機関を受診し、その結果を保健室に提出してください。秋入学者も受診が必要です。
受診方法については大学ウェブサイトやScombZなどで別途お知らせします。

■ 健康診断証明書
大学構内および大学指定クリニックで実施した健康診断の結果は、後日証明書自動発行機から健康診断
証明書として発行できます。

■ 病院にかかりたい
ケガや具合が悪いときに「救急車を呼ぶ」、「どこの病院を受診すればいいのか」が分からない場合は保健
室もしくは、P77-78芝浦工業大学所在地並びに電話番号「キャンパス周辺の医療機関 等」に掲載され
ている機関に電話で問い合わせてください。
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ヘルス＆ウェルビーイング・トータルサポート室（学生相談室）
皆さんが学生生活を送る上で、悩んだり、迷ったり、困ったり、不安になったりすることがあるかもしれませ
ん。誰かに話を聞いてもらいたくなったときには一人で悩んだりすることなく、いつでも遠慮なく「学生相
談室」を利用してください。

■ 相談するにはどうするのですか？
・電話や本学Webサイト掲載のフォームであらかじめ予約してください。

健康相談Webサイト
（右QRコードから
アクセスできます）

 
　　　　　　　　　　　
https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/campus_life/counseling.html

予約専用ダイヤル
048-687-5112

予約受付　平日9:00～17:00
※電話番号を通知しておかけください。

・まずは気軽にアクセスしてみてください。

相談された内容の秘密は厳守しますので安心してください

■ 相談に乗ってくれるのは誰ですか？
臨床心理士・公認心理師の資格を持つカウンセラーが相談に応じます。
必要に応じて学内の先生や各機関への紹介も行います。
学外の相談機関や窓口の紹介も行います。

■ cotree
無料オンラインカウンセリングサービス（cotree）は、学生相談室が閉室の時でも利用できるサービス
です。夜間や休日など相談室が閉室している時間帯の相談先として、cotreeによるオンラインカウンセ
リングサービスを利用することができます。
詳細は上記健康相談Webサイトをご覧ください。

■ ピア・スペース（大宮キャンパス2号館1階）
静かな環境でゆっくり休みたいときや、困っているけどどうしたらいいかわからないときは、大宮キャ
ンパス2号館1階にある「ピア・スペース」を利用してください。
１．「相談というほどでもないけど誰かに話したい」ときや「どこに相談したらいいかわからない」と
きなど、ご相談ください。必要に応じて学内外の部署、窓口や施設への接続をお手伝いします。

２．感染症（新型コロナウイルス、インフルエンザ等）対策により一時利用を制限することがあります。
３．利用の際はWebサイトにて確認してください。

https://www.shibaura-it.ac.jp/campus_life/campus_life/counseling.html
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芝浦工業大学の就職支援体制
■ キャリアサポート課窓口
キャリアサポート課では、就職や進路に関する様々なサポートや情報提供をしています。

1. スタッフやキャリアカウンセラーが進路に関する相談に乗ります。
2. 履歴書の添削や面接の練習など１対１でアドバイスを行っています。
3. 就職活動に関する書籍、企業パンフレットなど、就職に関する資料を用意しています。
4. �4年生・修士2年生だけでなく１、２年生には工場見学や入門講座、３年生、修士１年生には就職活動
に向けた実践的なガイダンスや模擬試験を実施しています。

5. 公務員、教員を目指す皆さんを対象とした講座を実施しています。
6. インターンシップに関する情報も取り扱っています。

学生一人ひとりが納得できるキャリアを構築できるよう、充実した支援体制を整えています。お気軽に
ご相談ください。

■ 就職情報閲覧
キャリアサポート課では以下の情報を学生に公開しています。

求人情報 年間多くの求人情報が届きます。全ての求人情報はCASTで閲覧できます。

インターンシップ情報 年間多くのインターンシップ情報が届きます。全てのインターンシップ情報はCASTで閲
覧できます。

会社案内 企業のパンフレットを配置しています。

参考資料 就職四季報など各種資料を閲覧可能です。

■ 就職支援システムCAST
CASTはScombZからログインでき、就職情報の閲覧や相談予約ができます。
詳細は右のQRコードを確認してください。

求人・説明会
インターンシップ情報

お知らせ情報

企業情報（OBOG検索、入社試験報告書）
卒業生進路情報

相談予約

お役たち情報

https://www.shibaura-it.ac.jp/albums/abm.php?d=3439&f=abm00023780.pdf&n=
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■ 各種イベント・講座
学科別進路ガイダンスや模擬グループディスカッション練習、卒業生による相談会等、各種就活対策を
年間を通じて開催しています。

■ 大規模就職イベント
【業界研究会・学内合同企業説明会】
　�4月～12月に、日本を代表する企業を数多くお招きし、年間を通じて本学独自の業界研究会・学内合
同企業説明会を開催しています。

【就活フェア】
　�就職活動解禁直前に、最終準備のポイント講座や卒業生によるパネルディスカッションを実施しま
す。

【低学年向け業界セミナー】
　�学部1、2年生向けの業界セミナーです。就職活動の時期は年々早期化しており、早いうちから進路に
ついて考えるために役立ちます。

■ 資格取得費用サポート
特定の資格について、当年度中に合格し、キャリアサポート課の指定する期日までに
各キャンパスの窓口にて申請した場合、合格時の受験料金を全額補助します。
詳細は右のQRコードを確認してください。

大学院への進学
■ 修士課程
大学卒業後、さらに研究を深めたいと希望する学生には、大学院理工学研究科（修士課程）への進学があ
ります。本学理工学研究科（修士課程）には8専攻が設置されています。

専攻名 学位名

電気電子情報工学専攻

修士（工学）
材料工学専攻

応用化学専攻

機械工学専攻

システム理工学専攻 修士（システム理工学）

国際理工学専攻 修士（理工学）

社会基盤学専攻 修士（工学）

建築学専攻 修士（工学）または
修士（建築学）

■ 修業年限と学位
標準修業年数は2年とし、4年を超えて在学（休学期間を含む）することはできません。指導教員が担当
する研究指導の特別演習・特別実験を含めて30単位以上を修得し、かつ必要な研究指導に基づく修士論
文等の審査ならびに最終試験に合格した者を修了者とします。

https://www.shibaura-it.ac.jp/career_support/summary/
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■ 入学試験
入学試験は学科推薦ならびに年2回（予定）の一般入学試験を実施しています。詳細な実施日程は毎年4
月頃に大学院学事部より公開されます。

試験 出願資格
学科推薦試験 本学卒業見込みで成績優秀な学生

一般入学試験（第一次）
大学卒業者および卒業見込み者

一般入学試験（第二次）
社会人特別選抜入学試験 大学卒業者、本学にて大学卒業と同等以上の学力があると認めた者

外国人留学生
特別選抜入学試験 大学卒業者および卒業見込み者

※他、秋期入学試験が別途実施されます。（社会人・外国人含む）

■ 本学以外の大学院への進学
東京電機大学大学院・東京都市大学大学院・工学院大学大学院の修士課程に進学を希望する場合は、
特別推薦入学試験により出願することができます。詳しくは大学院学事部に問い合わせてください。

■ 博士課程
大学院修士課程を修了し、その教育を基盤に専門分野を一層特化して研究することを希望する学生に
は、大学院博士（後期）課程へ進学することが可能です。本学理工学研究科博士（後期）課程には、2専攻
が設置されています。

専攻名 学位名

地域環境システム専攻 博士（工学）
または博士（学術）機能制御システム専攻

■ 修業年限と学位
標準修業年数は3年、最長在学年数は6年となります。必要な研究指導を受けて博士論文の審査および最
終試験に合格する者に学位を授与します。

■ 入学試験
入学試験は、4月入学生は1月下旬〜2月上旬頃、10月入学生は6月下旬〜7月上旬頃に実施しています。
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大宮キャンパス　案内図

①大学会館（   1階入口）（   1F）
②2号館（   1階入口）（   B1F、1F）
③3号館（   1階階段おどり場）
④4号館（   2階トイレ横）（   2F）
⑤芝生広場
⑥図書館（   1階入口）（   1F）
⑦齋藤記念館（7号館）（   1階自販機横）（   1F）
⑧5号館（   1階中央入口）（   1F～5F）
⑨第2学生クラブハウス
⑩生協・食堂棟（   食堂入口）
⑪第1学生クラブハウス（   1階入口）（   1F）
⑫第2体育館（   1階）
⑬先端工学研究機構棟（   3F）
⑭テニスコート
⑮6号館（   1階入口）（   1F）

⑯8号館（   1F）
⑰総合グラウンド（   体育倉庫内）
⑱スクールバス乗車場（   守警室）
⑲第3学生クラブハウス
⑳駐輪場
㉑国際学生寮（   1階入口）（   1F）
㉒弓道場・アーチェリー場（   ）
㉓グリーンコート
㉔第2グラウンド（   体育倉庫内）
㉕少量危険物倉庫
㉖廃液倉庫
㉗白亜寮（   1階入口）
㉘東大宮学生寮（   1階管理人室前）
㉙創発棟（   1階入口、3階吹抜）（   1～6F）
㉚クラブサークル紹介掲示板

AED（自動体外式除細動器）設置場所

多機能トイレ
（男女共用の個室トイレ）設置場所

車いす設置場所

2号館（1階入口・保健室）
4号館（3階非常勤講師室）
5号館（1階情報イノベーション課）
創発棟（1階体育館前）
齋藤記念館（7号館）（1階階段下）

●①●②●③●④
●⑥ ●⑤

●⑦●⑧

●⑨

●⑪
●⑫●⑬

●⑭

●⑮

●⑰

●⑱
●⑲

●⑳

●㉑

●㉒

●㉗

●㉘

●㉙

●㉓

正門

●⑯

●㉔

●㉕

●㉚
●㉖ ●⑩

（至 東大宮駅）

屋外自動販売機設置場所

第2学生クラブハウス
第1学生クラブハウス
8号館
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屋上
テラス

4F

3F2F

1FB1F
2号館

2402
教室

2401
教室

2302
教室

2301
教室

2303
教室

2304
教室

2305
教室

2306
教室

2307
教室

2308
教室

2202
教室

2201
教室

2203
教室

2204
教室

2205
教室

2206
教室

2207
教室

2208
教室

2103
教室

2102
教室

2101
教室保健室

学生相談室
・ピアスペース

EV

EV

EV

2B01教室
（PC）
2B02教室
（PC）
2B03教室
（PC）
2B04教室
（PC）
2B05教室
（PC）

2B13教室

2B12教室

ウォーターサーバー

2B11教室

2B10教室

2B09教室

情報イノベーション課
入出力室

学事・学生課
大学院学事部

WC

WC

WC

WC

EV

EV

WC

自動販売機
ウォーター
サーバー

学生自治会
掲示板

クラブサー
クル大会紹
介掲示板

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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3号館

4F

3F

2F

1F

WC

3402
教室

3404
教室

3403
教室

3405
機械系製図室

3401
教室

3302
教室

3307
教室

3303
教室

3308
教室

3304
教室

3309
教室

3305
教室

3310教室

機械系製図準備室

3301
教室

中村統太研究室
物理共同実験室

前田健吾研究室

ウォーターサーバー

実験室
実験室

研究室
研究室

自動販売機

天秤室・化学実験室２
化学準備室

3207
教室

研究室
研究室

物理準備室
光学実験室
物理実験室2

印刷室

大学院生（学部生）室

3205
教室

3208
教室
・
演習室 鈴木栄男研究室

富田裕介研究室

石井康之研究室

3112
化学実験室１

3109
物理実験室1

WC

WC

大学院生（学部生）室

大学院生（学部生）室渡邉祥正研究室

実験室
研究室

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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3号館

4F

3F

2F

1F

WC

3402
教室

3404
教室

3403
教室

3405
機械系製図室

3401
教室

3302
教室

3307
教室

3303
教室

3308
教室

3304
教室

3309
教室

3305
教室

3310教室

機械系製図準備室

3301
教室

中村統太研究室
物理共同実験室

前田健吾研究室

ウォーターサーバー

実験室
実験室

研究室
研究室

自動販売機

天秤室・化学実験室２
化学準備室

3207
教室

研究室
研究室

物理準備室
光学実験室
物理実験室2

印刷室

大学院生（学部生）室

3205
教室

3208
教室
・

演習室 鈴木栄男研究室
富田裕介研究室

石井康之研究室

3112
化学実験室１

3109
物理実験室1

WC

WC

大学院生（学部生）室

大学院生（学部生）室渡邉祥正研究室

実験室
研究室

WC

3F

5F

4F

4号館

EV

WC

谷田川ルミ研究室

塩澤友樹研究室

岡田佳子研究室

中村真吾研究室

安村禎明研究室

長原徹研究室

楊鯤昊研究室

米満文哉研究室

本田まり研究室

栃内文彦研究室

櫻井みぎ和研究室

松田晴英研究室

榊原暢久研究室

西村強研究室

松原良太研究室

諏訪将範研究室

印刷室

大橋裕太郎研究室

教職課程相談室

EV

印刷室
ディダ プスピタ

サリ研究室

大学院生（学部生）室

研究室

非常勤講師室1

非常勤講師室2

研究室

工学部専門教員室

デザイン工学部教員室

女子学生・女性教職員休憩室

第1会議室

第2会議室

ジェズニチカ 
イザベラ イレナ研究室
国際理工学専攻ゼミ室

土木図化室

EV

人文社会多目的室

廣瀬三平研究室

櫻木新研究室

山澤浩司研究室

研究室

大学院生（学部生）室

浜野学研究室

石﨑聡之研究室

深野真子研究室

体育・健康多目的室

新谷真由研究室

教育イノベーション
推進センター・
DE＆I推進室

大学院生（学部生）室

大学院生（学部生）室

英語多目的室

TA室

WC

WC

村上嘉代子研究室
土屋知洋研究室
教育イノベーション課
工学部基礎教養事務室

数学多目的室

タム ブイ ゴック研究室

大橋由紀子
研究室

研究室

メレパオロ研究室

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ



43

は
じ
め
に

学

費

施

設

学

修

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
図

窓
口
案
内

奨
学
金

就
職・進
学

2F1F

大学会館

2F

1F

男子
WC

男子
WC

EV
女子WC
祈祷室4201

教室
4202
教室

4205
教室

大学院生
（学部生）室

大学院生
（学部生）室

4204
教室

4203
教室

EV

ものづくり
センター

機械系
実験室

土木測量
実習室

電気電子系
実験室

4107
教室

4104
教室

4103
教室

ゼミ室

学生ラウンジ
ウォーターサーバー

芝浦
ベーカリー

出入口

WC
WC

ゆうちょ銀行

学習サポート室（システム理工学部・英語）
学習サポート室（工学部・英語）
学習サポート室（工学部・数学・物理・化学）
学習サポート室（工学部・数学・物理・化学）
学習サポート室（デザイン工学部）

グローバル
ラーニング
コモンズ
（GLC）

クラブサークル
紹介掲示板

ものづくり
センター

41024101 4105 4106

4108

ATM
自動販売機

自動
販売機

ウォーターサーバー

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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大学院生
（学部生）室

大学院生
（学部生）室

4204
教室

4203
教室

EV

ものづくり
センター

機械系
実験室

土木測量
実習室

電気電子系
実験室

4107
教室

4104
教室

4103
教室

ゼミ室

学生ラウンジ
ウォーターサーバー

芝浦
ベーカリー

出入口

WC
WC

ゆうちょ銀行

学習サポート室（システム理工学部・英語）
学習サポート室（工学部・英語）
学習サポート室（工学部・数学・物理・化学）
学習サポート室（工学部・数学・物理・化学）
学習サポート室（デザイン工学部）

グローバル
ラーニング
コモンズ
（GLC）

学習サポート室
（システム理工学部・数学・物理）

クラブサークル
紹介掲示板

ものづくり
センター

41024101 4105 4106

4108

ATM
自動販売機

自動
販売機

ウォーターサーバー

3F

5F

4F

5号館

作山康研究室
中村仁研究室
片岡誠研究室

増田幸宏研究室
水谷晃啓研究室
不破正仁研究室

澤田英行研究室
石川裕次研究室

特任研究室
久住憲嗣研究室
青谷知幸研究室
近藤武士研究室

石渡哲哉研究室
中津智則研究室

サイ貴生研究室
尾崎克久研究室

男子WC

5551
教室（PC）

学生実験室

5542
教室

EV EV
WC WC

環境システム学科ゼミ室
環境システム学科書記室

松下希和研究室

EV

平山裕研究室
山崎託研究室
伊藤暢彦研究室

三好匠研究室
山㟢一也研究室
陳新開研究室

梶ヶ谷徹研究室
井岡惠理研究室

ニコデムス レディアン研究室
飯塚浩二郎研究室
保坂亮介研究室

福田亜希子研究室
榎本裕子研究室

井戸川知之研究室
鈴木達夫研究室

女子WC

5451
教室

学生実験室

大学院生
（学部生）室

EV
WC

電子情報システム学科ゼミ室
電子情報システム学科書記室

田中直彦研究室

EV

大谷拓也研究室
田中みなみ研究室
桑原央明研究室

君島真仁研究室
渡邉大研究室
伊藤和寿研究室

佐藤佑樹研究室
長谷川浩志研究室

研究室
研究室
研究室
研究室

竹内慎吾研究室
清水健一研究室

亀子正喜研究室
田森宥好研究室

男子WC

5351
教室

学生実験室1

ウォーターサーバー

学生実験室2

5342
教室

機械制御システム学科ゼミ室
機械制御システム学科書記室

川上幸男研究室

EV

5374
教室

5561

5461

EV
WC

EV
WC EV

WC

5361

5362

5541
教室

5441
教室

5341
教室

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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奨
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2F

1F

井上芳幸研究室
武藤正義研究室
吉田健二研究室

田中友佳子研究室

矢田部清美研究室
久保田あや研究室
鈴木徹也研究室

第3会議室

キャリアサポート課

5271
多目的教室（イコバ）

数理科学科書記室
数理科学科ゼミ室１
数理科学科ゼミ室２

コンピュータ演習室

女子WC

5251
教室

5274
教室

演習室

演習室

5242
教室

真保晶子研究室

EV

経理課
管理課、SDGs推進室

検収センター

システム理工学部
よろず相談コーナー

印刷室

準備室
クラブサー
クル大会紹
介掲示板

5131
ワーク
ショップ

5172教室
5173教室

第1会議室
第2会議室

ラウンジ男子WC

5151
教室（PC）

大学院生（学部生）室

情報イノベーション課

EV

エントランスホール

5284
演習室

5261

5262

EV EV
WC WC

5172

5173

EV

自動販売機
学生自治会掲示板

ウォーターサーバー

EV
WC WC

5142

5141

5241
教室

1F 2F

6号館

2F1F

齋藤記念館

ゼミ室1
ゼミ室2

研究室

福井浩二
研究室

矢嶋伊知朗
研究室

特殊実験室

学生
実験室2

須原義智
研究室

実験準備室

川島洋人
研究室

アズハム ズルカルナイン
研究室

廣田佳久研究室

EVEV

7202
教室

7204
ゼミ室2
7204

WC

屋上

WC
ウォーター
サーバー

7101
大教室 ステージ

サブエントランス

ホワイエ

エントランス
ホール

自動販売機

サルーン
スペース

展示
ホール

自習スペース

WC

7203
ゼミ室1
7203

教職員組合室

自動販売機

ウォーター
サーバー

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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奨
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就
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2F

1F

井上芳幸研究室
武藤正義研究室
吉田健二研究室

田中友佳子研究室

矢田部清美研究室
久保田あや研究室
鈴木徹也研究室

第3会議室

キャリアサポート課

5271
多目的教室（イコバ）

数理科学科書記室
数理科学科ゼミ室１
数理科学科ゼミ室２

コンピュータ演習室

女子WC

5251
教室

5274
教室

演習室

演習室

5242
教室

真保晶子研究室

EV

経理課
管理課、SDGs推進室

検収センター

システム理工学部
よろず相談コーナー

印刷室

準備室
クラブサー
クル大会紹
介掲示板

5131
ワーク
ショップ

5172教室
5173教室

第1会議室
第2会議室

ラウンジ男子WC

5151
教室（PC）

大学院生（学部生）室

情報イノベーション課

EV

エントランスホール

5284
演習室

5261

5262

EV EV
WC WC

5172

5173

EV

自動販売機
学生自治会掲示板

ウォーターサーバー

EV
WC WC

5142

5141

5241
教室

1F 2F

6号館

2F1F

齋藤記念館

ゼミ室1
ゼミ室2

研究室

福井浩二
研究室

矢嶋伊知朗
研究室

特殊実験室

学生
実験室2

須原義智
研究室

実験準備室

川島洋人
研究室

アズハム ズルカルナイン
研究室

廣田佳久研究室

EVEV

7202
教室

7204
ゼミ室2
7204

WC

屋上

WC
ウォーター
サーバー

7101
大教室 ステージ

サブエントランス

ホワイエ

エントランス
ホール

自動販売機

サルーン
スペース

展示
ホール

自習スペース

WC

7203
ゼミ室1
7203

教職員組合室

自動販売機

ウォーター
サーバー

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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3F2F

1F

1FB1F

図書館

8号館

キャレル

テラス

EV

書架
閲覧室

書架
閲覧室

書架
閲覧室

WC

WC

個室

個室

23
24
25
26
27
28
29
30

15

22
21
20
19
18
17
16

テラス

書架
閲覧室

書架
閲覧室

書架
閲覧室

植込

キャレル

個室

個室

1

7
6
5
4
3
2

8

14
13
12
11
10
9

グループ
学習室

複写コーナー

テラス

参考図書
・雑誌
コーナー

事務室

ホール

テラス

新聞コーナー

PC
コーナー

キャレル

ウォーターサーバー
リフレッシュコーナー

自動販売機
EV

WC

WC

EV

WC

視聴覚教室

ゼミナール室

書庫

ホール

飼養室1実験室1

実験室2

実験室3

洗浄室

飼養室7

ゴミ置場1

飼養室2

飼養室3

飼養室4

飼養室5

飼養室6

ゴミ置場2

倉庫

エアシャワー

WC
テラス ブラウジング

EV

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ



48CAMPUS DIARY 2026

は
じ
め
に

学
　
費

施
　
設

学
　
修

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
図

窓
口
案
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就
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1F

前室1

前室2

更衣室（男）
シャワー
ルーム

シャワー
ルーム 更衣室（女）

フィットネスルーム

地域健康増進
センター

防音・防磁・
防振室
1-1

防音・防磁・
防振室
1-2

共通研究
スペース
1-1

共通研究
スペース
1-2

多目的アリーナ

メディカル
エンジニア
リングラボ

EV EVCOOP-
SMART

MR1-2

中和槽室

倉庫

ラウンジ1-1

ポンプ室

消化
ポンプ室

設備
機械室

授乳室

防音室

生体信号
測定室
1-1

生体信号
測定室1
前室

生体信号
測定室
1-2

車イス
用倉庫

管理
事務室

打ち合わせ
ルーム

筋力測定室

EV風除室

MR1-1

体育教員室足洗い場
手洗い場

外部倉庫

控室1-1

控室1-2

防災倉庫

エントランスホールテラス 風除室

体育館

個室
更衣室1
個室
更衣室2
個室

シャワー室

コンプレッサー室

◀

◀

教
員
更
衣
室（
男
）

教
員
更
衣
室（
女
）

体
育
館
用
具
庫

洗
濯
室

免
荷
装
置
室

身
体
運
動
測
定
室

ト
レ
ッ
ド

ミ
ル
室

一
時
救
護
室

用
具
庫

風
除
室

WC

吹抜

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

自動販売機

ウォーターサーバー

創発棟

3F2F

1F

1FB1F

図書館

8号館

キャレル

テラス

EV

書架
閲覧室

書架
閲覧室

書架
閲覧室

WC

WC

個室

個室

23
24
25
26
27
28
29
30

15

22
21
20
19
18
17
16

テラス

書架
閲覧室

書架
閲覧室

書架
閲覧室

植込

キャレル

個室

個室

1

7
6
5
4
3
2

8

14
13
12
11
10
9

グループ
学習室

複写コーナー

テラス

参考図書
・雑誌
コーナー

事務室

ホール

テラス

新聞コーナー

PC
コーナー

キャレル

ウォーターサーバー
リフレッシュコーナー

自動販売機
EV

WC

WC

EV

WC

視聴覚教室

ゼミナール室

書庫

ホール

飼養室1実験室1

実験室2

実験室3

洗浄室

飼養室7

ゴミ置場1

飼養室2

飼養室3

飼養室4

飼養室5

飼養室6

ゴミ置場2

倉庫

エアシャワー

WC
テラス ブラウジング

EV

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ

wc
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2F

産学官連携コーナー

ラーニングコモンズ
2

医工学ラボ 1

医工学ラボ 2
スポーツ工学ラボ

多目的アリーナ上部
生体
信号

測定室
2-3

EV EV

ラウンジ

倉庫

会議室
2-4

会議室
2-3

会議室
2-2

EV

屋上設備置場

ラウンジ

体育館上部

生体信号測定室2-1

礼拝堂
（男）

礼拝堂
（女）

ラーニングコモンズ
1

会議室
2-1

パントリー

生体信号測定室2-2

倉庫

倉庫

吹抜

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ

wc



学習サポート室（システム理工学部・数学・物理）
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3F

eスポーツスタジオ

9314 教室

9313 教室

学習スペース 3-2

大学院
ワークスペース 1大学院ワークスペース 2

9333 教室 倉庫

EV EV

ラーニングスタジオ

会議室
3-3

会議室
3-2

EV

ラウンジ

体育館上部

学習スペース 3-1倉庫

ラウンジ

パントリー

倉庫

吹抜

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ

wc

Shibaサポ―芝浦学生サポートデスク―Shibaサポ―芝浦学生サポートデスク―
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4F

淺野 裕俊
実験室

間野 一則
研究室

淺野 裕俊
研究室

髙嶋 和毅
実験室

会議室
4-2

髙嶋 和毅
研究室
会議室
4-3

会議室
4-1

学習
スペース

4-1
オープンラボ 4-1

 
  

4-15

 
  

4-13

 
 

 

4-11

 
  

 

4-8

 

4-7
倉庫

EV EV

間野 一則
実験室

高橋 正信
実験室

実験室
4-5

EV

ラウンジ

体育館上部
研究室
4-5

胡瀟丹
研究室

胡瀟丹
実験室

倉庫

倉庫

橋
高

 

信
正室

究
研

パントリー
屋上2

教員サポート
センター

倉庫

スタジオ 2

スタジオ 1

WC
吹抜

研
究
室

研
究
室

研
究
室

研
究
室

研
究
室

原
田 

拓
弥 

研
究
室

後
藤 

裕
介 

研
究
室

市
川 

学 

研
究
室

小
山 

友
介 

研
究
室

持
永 

大 

研
究
室

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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5F

柴田 翔平
実験室

佐藤 大樹
研究室

柴田 翔平
研究室

赤木 亮太
実験室

実験室
5-1

赤木 亮太
研究室
研究室
5-1

会議室
5-1

共通研究
スペース

5-1
吉村 建二郎

実験室

堀 顕子
実験室

5-2

竹澤 悠典
実験室

実験室
5-10

幡野 明彦
実験室

 
 

5-1

 
 小西 利史

実験室  

5-10

 
 

EV EV

佐藤 大樹
実験室

江間  諒一
実験室

実験室
5-7

EV

研究室
5-7

大須賀 洋祐
研究室

大須賀 洋祐
実験室

奥田 宏志
実験室

奥田 宏志
研究室
会議室
5-2

倉庫

間
江

  

一
諒室

究
研

倉庫

パントリー

ラウンジ

倉庫

緊
急
シ
ャ
ワ
ー

学
習
ス
ペ
ー
ス

学
習
ス
ペ
ー
ス

幡
野 

明
彦 

研
究
室

小
西 

利
史 

研
究
室

研
究
室

吉
村 

建
二
郎 

研
究
室

竹
澤 

悠
典 

研
究
室

堀 

顕
子 

研
究
室

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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室
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究
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ラ
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研
究
室
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タ
ナ
サ
ク
ン

ウ
ッ
パ
ラ
ッ
ト
研
究
室

中村 奈緒子
実験室

髙山 祐三
研究室

中村 奈緒子
研究室

迫田 大輔
実験室

渡邉 宣夫
実験室

迫田 大輔
研究室

渡邉 宣夫
研究室

教員サポート
センター

髙木 基樹
実験室

 会議室
6-2

ワーク
ショップ

6-1
実験室
6-15

オープンラボ 6-1

EV EV

髙山 祐三
実験室

EV

ラウンジ

バイオ
エンジニア

リングラボ 2

実験室 6-6

研究室 6-6

越阪部 奈緒美
研究室

越阪部 奈緒美
実験室

倉庫

倉庫

パントリー

倉庫

コンプレッサー室

会議室 6-1

バイオ
エンジニア

リングラボ 1

髙木 基樹
研究室

山本 紳一郎
研究室

山本 紳一郎
実験室

6-15

実験室
6-10 

6-10

倉庫

緊
急
シ
ャ
ワ
ー

7F
備
蓄
倉
庫

蓄
電
池
室

1F 2F

第2体育館

3F2F1F

先端工学研究機構棟

裏口テラス
体育研究室
ゴルフ測定室

ホール

柔道場

WC

テラス

倉庫

ボクシング場
剣道場　卓球場
女子更衣室

自動販売機

テラス

303
－2

303
－1

302

301

304

305
－1

305－2

WC

多目的WC

ミリアラ ムラリダ研究室山本文子研究室205

204

203
－1

203
－2

202

201

WC
104

103

104－2
104－1
104－3

102

101
－2

107

105

106

WC

WC

EVEV

101
－1

EV

研究推進部

ウォーター
サーバー

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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1F 2F

第2体育館

3F2F1F

先端工学研究機構棟

裏口テラス
体育研究室
ゴルフ測定室

ホール

柔道場

WC

テラス

倉庫

ボクシング場
剣道場　卓球場
女子更衣室

自動販売機

テラス

303
－2

303
－1

302

301

304

305
－1

305－2

WC

多目的WC

ミリアラ ムラリダ研究室山本文子研究室205

204

203
－1

203
－2

202

201

WC
104

103

104－2
104－1
104－3

102

101
－2

107

105

106

WC

WC

EVEV

101
－1

EV

研究推進部

ウォーター
サーバー

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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1F 2F

第2体育館

3F2F1F

先端工学研究機構棟

裏口テラス
体育研究室
ゴルフ測定室

ホール

柔道場

WC

テラス

倉庫

ボクシング場
剣道場　卓球場
女子更衣室

自動販売機

テラス

303
－2

303
－1

302

301

304

305
－1

305－2

WC

多目的WC

ミリアラ ムラリダ研究室山本文子研究室205

204

203
－1

203
－2

202

201

WC
104

103

104－2
104－1
104－3

102

101
－2

107

105

106

WC

WC

EVEV

101
－1

EV

研究推進部

ウォーター
サーバー

②交流棟

③教室棟

④研究棟

⑤有元史郎記念校友会館

多機能トイレ（男女共用の個室トイレ）設置場所

車いす設置場所
  研究棟 2 階保健室
  本部棟1階管理室
  教室棟4階（GLC横・吹き抜け側）

AED（自動体外式除細動器）設置場所

階段下降用車いす設置場所
〔 防災センター横階段下〕

①本部棟

研究室、実験室、ゼミ室、会議室等
学部共用室
学部共用室
学部共用室（　   Bエレベーター前）
図書館
学生団体室、ラーニングコモンズ
情報イノベーション課（　  エレベーターホール）  　 
施設課、管財課、大会議室、エスアイテック
学部共用室、講師室（　 Bエレベーター前）、
研究企画課、研究推進課
講師室
ヘルス＆ウェルビーイング・トータルサポート室

（保健室）（　  トイレ前）　  、教員サポートセンター
検収センター、テクノプラザⅤ
有元史郎メモリアルコーナー、交流プラザ、
校友ラウンジ、校友会事務局（　 交流プラザ）

④研究棟

各階
13階
12階
10階

8階
7階
6階
5階

4階

3階

2階

1階

6階
5階
4階
3階

2階

1階

大学院生室
教室、JUCTe（日本国際教育大学連合）
教室
教室
キャリアサポート課、学事課、大学院学事部、
学生課、大学企画課、教育イノベーション課

（　  防災センター）、テクノプラザⅠ、テクノプラザⅣ

③教室棟

⑤有元史郎記
　念校友会館

14階

13階
11階

10階

9階
8階

7階

6階
5階

4階

3階
2階
1階

B1階
6階
5階
4階
3階
2階
1階

総務・秘書課、人事課、財務・経理課、経営戦略室
校友後援・社会連携課、危機管理室

研究室、オープンラボ
研究室、SITインキュベーションスクエア、
オープンイノベーション推進課
会議室（　 エレベーターホール）
研究室、実験室、オープンラボ
研究室、オープンラボ
研究室、アーキテクチュアプラザ、オープンラボ、
会議室（　 エレベーターホール）
研究室、実験室、学生ラウンジ、協創ラボ、オープンラボ
研究室、実験室、多目的室、オープンラボ
教室、国際プログラム推進課、グローバルイニシ
アティブ課、教員サポートセンター、講師室、
阿出川シアター、学生ラウンジ、多目的室
教室、阿出川シアター（　 エレベーターホール）
入試課、企画広報課
カフェ(セガフレード)、レストラン(銀座シシリア)
体育館、アスレチックジム（　  ウォーターサーバー横）
大講義室（　  トイレ横）
教室、女子学生・女性教職員休憩室
教室
カフェテリア
生協購買、ラウンジ
テクノプラザⅢ、テクノプラザⅡ

②交流棟

①本部棟　

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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②交流棟

③教室棟

④研究棟

⑤有元史郎記念校友会館

多機能トイレ（男女共用の個室トイレ）設置場所

車いす設置場所
  研究棟 2 階保健室
  本部棟1階管理室
  教室棟4階（GLC横・吹き抜け側）

AED（自動体外式除細動器）設置場所

階段下降用車いす設置場所
〔 防災センター横階段下〕

①本部棟

研究室、実験室、ゼミ室、会議室等
学部共用室
学部共用室
学部共用室（　   Bエレベーター前）
図書館
学生団体室、ラーニングコモンズ
情報イノベーション課（　  エレベーターホール）  　 
施設課、管財課、大会議室、エスアイテック
学部共用室、講師室（　 Bエレベーター前）、
研究企画課、研究推進課
講師室
ヘルス＆ウェルビーイング・トータルサポート室

（保健室）（　  トイレ前）　  、教員サポートセンター
検収センター、テクノプラザⅤ
有元史郎メモリアルコーナー、交流プラザ、
校友ラウンジ、校友会事務局（　 交流プラザ）

④研究棟

各階
13階
12階
10階

8階
7階
6階
5階

4階

3階

2階

1階

6階
5階
4階
3階

2階

1階

大学院生室
教室、JUCTe（日本国際教育大学連合）
教室
教室
キャリアサポート課、学事課、大学院学事部、
学生課、大学企画課、教育イノベーション課

（　  防災センター）、テクノプラザⅠ、テクノプラザⅣ

③教室棟

⑤有元史郎記
　念校友会館

14階

13階
11階

10階

9階
8階

7階

6階
5階

4階

3階
2階
1階

B1階
6階
5階
4階
3階
2階
1階

総務・秘書課、人事課、財務・経理課、経営戦略室
校友後援・社会連携課、危機管理室

研究室、オープンラボ
研究室、SITインキュベーションスクエア、
オープンイノベーション推進課
会議室（　 エレベーターホール）
研究室、実験室、オープンラボ
研究室、オープンラボ
研究室、アーキテクチュアプラザ、オープンラボ、
会議室（　 エレベーターホール）
研究室、実験室、学生ラウンジ、協創ラボ、オープンラボ
研究室、実験室、多目的室、オープンラボ
教室、国際プログラム推進課、グローバルイニシ
アティブ課、教員サポートセンター、講師室、
阿出川シアター、学生ラウンジ、多目的室
教室、阿出川シアター（　 エレベーターホール）
入試課、企画広報課
カフェ(セガフレード)、レストラン(銀座シシリア)
体育館、アスレチックジム（　  ウォーターサーバー横）
大講義室（　  トイレ横）
教室、女子学生・女性教職員休憩室
教室
カフェテリア
生協購買、ラウンジ
テクノプラザⅢ、テクノプラザⅡ

②交流棟

①本部棟　

豊洲キャンパス　案内図
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防災センター

建築構造実験室 建築材料実験室 土木コンクリート
実験室

交流プラザ

電気機器実験室
試料・実験準備室
固体力学実験室

電気エネルギー制御実験室
生産加工プロセス実験室
高電圧・電力機器実験室

環境水理
実験室

（階段用）

熱工学実験室

テクノプ
ラザⅤ

粒状体力学実験室
エネルギー変換工学実験室
熱流体理工学実験室
機械制御工学実験室
物質化学課程材料実験室10

土質実験室

危険物
置場

土木工学課程・建築学科
骨材ストックヤード

楽器倉庫

音楽室

建築振動実験室

実験廃液置場1
実験廃液置場2
実験廃液置場3

エントランス
ホール

WC

WC

テクノ
プラザII

テクノ
プラザⅢ

SIT総合研究所
共通機器・もの
づくりセンター
研究者支援
センター

テクノ
プラザ
Ⅰ

WC

WC

WC
校友ラウンジ

澤武一研究室／
臨床機械加工実験室

ゴミ庫
EV

EV

EV

EV

EV

カフェ
（セガフレード）

管理室

エントランス
ホール

ゴミ庫

1F

検収センター

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
Ⅳ

倉庫３倉庫２ 校友会
事務局
校友会
事務局

有元史郎
メモリアルコーナー
有元史郎
メモリアルコーナー

ギャラリー

レストラン
（銀座シ
シリア）

レストラン
（銀座シ
シリア）

自動販売機

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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WC

WC

生協購買

学生ラウンジ

学生課
大学院学事部
学事課
キャリアサ
ポート課

大学企画課
教育イノベー
ション課

バイオメカニクス実験室

機械工学課程
大学院生室２

ヘルス＆ウェルビーイング・
トータルサポート室

（保健室・学生相談室）

大学会議室3

ウォーターサーバー

監査室

教員サポートセンター（工学部）
自動販売機

自動販売機

シバウラ
キッズパーク

フラワーガーデン

機械工学課程教育用製図室
機械工学課程大学院生室１
乱流輸送工学実験室
応用伝熱工学実験室

社会熱応用工学実験室

生体超越
機械学実験室

EV EV

企画広報課
入試課

吹抜吹抜

WC

EV

EV

WC

EV

2F

大学企画課
教育イノベー
ション課

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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EV

2304
教室

2306教室

2303
教室

2302
教室

2301
教室

2305教室

ウォーター
サーバー

阿出川シアター

WC

副学長室
システム理工学部長室
副学長室

カフェテリア

301
教室

302
教室

303
教室

304
教室

305
教室

大学事務室

微小デバイス創造学実験室
ナノ・マイクロ応用理工学実験室

プラズマ・レーザー
応用工学実験室

機械工学課程
大学院生室３

レーザー応用工学実験室
生物微小流体工学実験室機械工学課程

大学院生室４

機械工学課程講師室

研究棟３階
工学部会議室

白井克明研究室
河田卓也研究室
角田和巳研究室
佐伯暢人研究室
丹下学研究室
研究棟3階
　工学部小会議室

矢作裕司研究室
松尾繁樹研究室
吉田光輝研究室
坂上賢一研究室
二井信行研究室

内村裕研究室

機械工学課程学生実験室１

EV EV

WC
WC

WC

EV

EV

PRAYER ROOM

3F

副学長室

WC

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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WC

401
教室

教職員組合室

402
教室

403
教室

404
教室

405
教室

406
教室

407
教室

408
教室

機械工学課程
学生研究室３

講師室

マイクロロボティクス実験室

材料強度学実験室

ヒューマンマシン
システム実験室

機械工学課程
学生研究室１

機械工学課程
学生実験室２

吉田慎哉研究室
桑原彬研究室

廣瀬敏也研究室
亀尾佳貴研究室
古川琢磨研究室

青木孝史朗研究室　

長澤純人研究室
橋村真治研究室
吉原正一郎研究室
細矢直基研究室
斎藤寛泰研究室
小野直樹研究室

自動販売機

研究推進部／SIT総合研究所／
複合領域産学官民連携推進本部

EV EV

4F打ち合わせ・
共通研究スペース

4F打ち合わせ・
共通研究スペース

2408
教室

2407教室

国際プログラム推進課
グローバルイニシアティブ課

2406教室

2405教室

2404教室

学生ラウンジ

多目的室

教員サポートセンター
（IGP、デザイン工学部、

建築学部）・講師室
2403
教室

2402
教室

2401
教室

倉庫
自動販売機 PRAYER ROOM

吹
抜
吹
抜

WC
WC

EV

EV

4F

ウォーターサーバー

WC

WC

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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EV

大講義室

501教室

女子学生・
女性教職員
休憩室

502教室

503教室

504教室

505教室

506教室

507教室

508教室
509教室
510教室
511教室

日本国際大学連合
（JUCTe）

512教室
513教室

小会議室

施設課、管財課

大会議室
ゼミ室

５
ゼミ室

４
ゼミ室

３

機械動力学実験室
燃焼工学実験室

機能材料工学研究室

会議室６

会議室８

エスアイテック（受付）

機械工学課程共用実験室

機械工学課程学生研究室２

EV EV

蘆澤雄亮
研究室

青木洋貴
研究室

瓜生大輔
研究室

繁里光宏
研究室

橋田規子
研究室

益子 宗
研究室

実験室2

実験室3
実験室4

実験室5

実験室1

田邉匡生
研究室

中島瑞季
研究室

山本創太
研究室

早房敬祐
研究室

オープンラボ
教育イノベーション
推進センター教員室

教学共用スペース1
教学共用スペース4

教学共用スペース2

塗装作業室

多目的室多目的室

平尾章成
研究室

平尾章成
研究室

教学共用スペース3教学共用スペース3
建築学部学習
サポート室
建築学部学習
サポート室

WC

WC

WC

WC

EV

EV

5F

イノベーションスタジオ３WC

WC

会議室7会議室7

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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EV

EV EV

ホワイエ

大講義室

大学院生室2

共通研究スペース
稲積真哉研究室

エスアイテック
ウォーターサーバー

情報
イノベー
ション課

601教室

604教室（PC）

602教室

605教室（PC）

603教室

606教室（PC）
607教室（PC）
608教室（PC）

609教室（PC）

原田曜平
研究室

山崎憲一
研究室

梁元碩
研究室

野田夏子
研究室

杉本匡史
研究室

実験室2

実験室3

学習サポート室3
学習サポート室2
学習サポート室1

実験室4
実験室5

実験室1

佐々木毅
研究室

オープンラボ

学生ラウンジ

6F協創
ラボ

倉庫

奥貴紀
研究室

WC

共用実験室２

共用実験室１

ゼミ室１

平田貞代研究室

会議室３

ラーニング
コモンズ２

会議室５

イノベーションスタジオ2

中川晃
研究室

WC

WC

WC

WC

EV

EV

6F

会議室4会議室４

ゼミ室２

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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学生団体室

清水郁郎研究室

岡崎瑠美研究室

アーキテクチュアプラザ
準備室

本多久美子研究室

小柏典華研究室

スプレーブース

小菅瑠香研究室

志方宣之研究室

SIT総研
エリアEMS開発研究センター

ラーニングコモンズ

共同実験室

屋上庭園

イノベーションスタジオ1

オープンラボ1

印刷室

坂茂研究室

自動販売機

SIT総研地域共創研究センター

ゼミ室2

ゼミ室1

オープンラボ2

建築学部共同研究室1
建築学部共同研究室2
建築学部アトリエ１

倉庫
会議室

EV

EV

EV

EV

WC

WC

7F

会議室１

WC

WC

会議室２会議室２

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ



65

は
じ
め
に

学

費

施

設

学

修

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
図

窓
口
案
内

奨
学
金

就
職・進
学

Lab17
Lab16

自動販売機

Lab13
Lab14
Lab15

図書館

WCWC

個人ブースA
個人ブースB

EV EV

蟹澤宏剛研究室

山代悟研究室

小塙芳秀研究室

前田英寿研究室

佐藤宏亮研究室

岡野道子研究室

西沢大良研究室

建築学部基礎教養研究室１
（特任教員）

黒川康宏研究室

志手一哉研究室

永井佑季研究室

椛山健二研究室

岸田慎司研究室

小澤雄樹研究室

準備室

ゼミ室
6

ゼミ室
4ゼミ室

5
ゼミ室
3

院生アトリエ
建築学部アトリエ2

建築学部DX系実験スタジオ
倉庫

倉庫

スプレーブース

オープンラボ1
オープン
ラボ

WC

WC

EV

EV

8F

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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WC

WC
EV

EV

超構造量子物質
エレクトロニクス研究室

石川博康研究室

深田健太研究室

電気電子工学課程実験用
クリーンルーム

中野匡規研究室

半導体エレクトロニクス研究室

ソフトエレクトロニクス研究室

機能材料工学研究室

電気電子工学課程共通実験室5
加納慎一郎研究室
揺動分子センシング研究室
集積光デバイス研究室
横井秀樹研究室
電気電子工学課程共通実験室4
山口正樹研究室

當麻浩司研究室

研究棟9階
工学部会議室

土木環境・
構造実験室 環境・計画演習室 田中由乃

研究室

稲積真哉研究室
ヘンリーマイケルワード研究室

並河努研究室
紺野克昭研究室
穴見健吾研究室

伊代田岳史研究室

楽奕平研究室
宮本仁志研究室
勝木太研究室
平林由希子研究室
岩倉成志研究室
中川雅史研究室

WC

EV EV

谷口大造研究室

猪熊純研究室

郷田修身研究室

志村秀明研究室

桑田仁研究室

原田真宏研究室

建築学部基礎教養研究室2

恒安眞佐研究室

村上公哉研究室

秋元孝之研究室

對馬聖菜研究室

濱崎 仁研究室

オープンラボ

準備室

ゼミ室
10

ゼミ室
7

ゼミ室
9

ゼミ室
8

環境実験室1

建築学部
アトリエ3

倉庫

環境実験室2

スプレーブース

倉庫

金勲研究室

9F

栗島英明研究室

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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土持崇嗣研究室
松村一成研究室
石﨑貴裕研究室

芹澤愛研究室
野田和彦研究室

物質化学課程博士客員
研究員室
正木匡彦研究室
下条雅幸研究室
物質化学課程材料実験室9
新井剛研究室

分析・解析センター1
先進電源システム研究室

前田慶博研究室

画像処理・ロボティクス研究室
畑勝裕研究室
電気電子工学課程共通実験室2
プレーマチャンドラ チンタカ研究室

電気電子工学課程共通実験室１
佐々木昌浩研究室

10F打ち合わせ・共通研究スペース

電気電子工学課程共通実験室３

藤田吾郎研究室

小池義和研究室
画像センシング研究室

電子機械システム研究室
小岩健太研究室
重宗宏毅研究室

WC

EV EV

SIT
インキュベーション

スクエア

Lab6

Lab7

Lab8

Lab9

Lab10

Lab5

Lab2

Lab3

Lab4

会議室
2

Lab12

Lab11

ベイエリアイノベーションセンター事務室
オープンイノベーション推進課

倉庫

会議室1

倉庫

倉庫

WC

EV

10F

WC

トロヴァト ガブリエレ研究室
テチンカヤ アハメット研究室

アーリャシュリー研究室

アハメッド クムクム研究室
スリーピァン ピーラヤー研究室

ラオハカンワンウィット ティポーン研究室
クリコウィッツ アリシア研究室

シャルー モハマドダン研究室
吉久保肇子研究室

坂井直道研究室
倉庫

ラジャゴパラン・
ウママヘスワリ研究室

IGP
共同研究室

椎名毅研究室
オープンラボ２

倉庫

オープン
ラボ1

上岡英史研究室
上岡英史研究室

ファン スアン タン研究室

倉庫

メタルバイオテクノロジー
共同研究講座

久野恵理香研究室

HWC

給湯
EV

研究棟11階工学部会議室2
研究棟11階工学部会議室1

川嶋嶺研究室
西川宏之研究室

分析・解析センター2

遠藤理恵研究室
物質化学課程材料実験室1

苅谷義治研究室
物質化学課程材料実験室2

弓野健太郎研究室
物質化学課程材料実験室3

湯本敦史研究室

物質化学課程材料実験室8
物質化学課程材料実験室7
物質化学課程材料実験室6
物質化学課程材料実験室5
物質化学課程材料実験室4

WC

EVEV

安孫子聡子研究室
安藤吉伸研究室

長谷川忠大研究室
制御システム実験室

藤田稔之研究室
基礎電気実験室

電気材料実験室
相曽浩平研究室
実験準備室
齋藤真研究室

吉見卓研究室
実験準備室２

11F

パトハック サーサク研究室

WC

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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土持崇嗣研究室
松村一成研究室
石﨑貴裕研究室

芹澤愛研究室
野田和彦研究室

物質化学課程博士客員
研究員室
正木匡彦研究室
下条雅幸研究室
物質化学課程材料実験室9
新井剛研究室

分析・解析センター1
先進電源システム研究室

前田慶博研究室

画像処理・ロボティクス研究室
畑勝裕研究室
電気電子工学課程共通実験室2
プレーマチャンドラ チンタカ研究室

電気電子工学課程共通実験室１
佐々木昌浩研究室

10F打ち合わせ・共通研究スペース

電気電子工学課程共通実験室３

藤田吾郎研究室

小池義和研究室
画像センシング研究室

電子機械システム研究室
小岩健太研究室
重宗宏毅研究室

WC

EV EV

SIT
インキュベーション

スクエア

Lab6

Lab7

Lab8

Lab9

Lab10

Lab5

Lab2

Lab3

Lab4

会議室
2

Lab12

Lab11

ベイエリアイノベーションセンター事務室
オープンイノベーション推進課

倉庫

会議室1

倉庫

倉庫

WC

EV

10F

WC

トロヴァト ガブリエレ研究室
テチンカヤ アハメット研究室

アーリャシュリー研究室

アハメッド クムクム研究室
スリーピァン ピーラヤー研究室

ラオハカンワンウィット ティポーン研究室
クリコウィッツ アリシア研究室

シャルー モハマドダン研究室
吉久保肇子研究室

坂井直道研究室
倉庫

ラジャゴパラン・
ウママヘスワリ研究室

IGP
共同研究室

椎名毅研究室
オープンラボ２

倉庫

オープン
ラボ1

上岡英史研究室
上岡英史研究室

ファン スアン タン研究室

倉庫

メタルバイオテクノロジー
共同研究講座

久野恵理香研究室

HWC

給湯
EV

研究棟11階工学部会議室2
研究棟11階工学部会議室1

川嶋嶺研究室
西川宏之研究室

分析・解析センター2

遠藤理恵研究室
物質化学課程材料実験室1

苅谷義治研究室
物質化学課程材料実験室2

弓野健太郎研究室
物質化学課程材料実験室3

湯本敦史研究室

物質化学課程材料実験室8
物質化学課程材料実験室7
物質化学課程材料実験室6
物質化学課程材料実験室5
物質化学課程材料実験室4

WC

EVEV

安孫子聡子研究室
安藤吉伸研究室

長谷川忠大研究室
制御システム実験室

藤田稔之研究室
基礎電気実験室

電気材料実験室
相曽浩平研究室
実験準備室
齋藤真研究室

吉見卓研究室
実験準備室２

11F

パトハック サーサク研究室

WC

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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李素潤研究室
田嶋稔樹研究室
大口裕之研究室
野村幹弘研究室
木須一彰研究室
李沁潼研究室

研究棟12階
工学部会議室
吉見靖男研究室
瀬川尋貴研究室

EV 情報・通信工学課程ゼミ室

教学共用スペース

倉庫

倉庫

倉庫

WC

12F協創ラボEV

李ひよん研究室
田中愼一研究室

武藤憲司研究室
行田弘一研究室
菅宣理研究室
齋藤敦史研究室
神澤雄智研究室

堀江亮太研究室

森野博章研究室
芹澤愛研究室

新井麻希研究室
分析・解析センター3

WC

EV

倉庫

12F

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ



70CAMPUS DIARY 2026

は
じ
め
に

学
　
費

施
　
設

学
　
修

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
図

窓
口
案
内

奨
学
金

就
職・進
学

北川理研究室
物質化学課程化学実験室1
物質化学課程化学実験室2

物質化学課程化学共通機器室
物質化学課程化学実験試料室

濱崎啓太研究室
永直文研究室
木戸脇匡俊研究室

菅谷みどり研究室

研究棟13階
工学部会議室1
情報・通信工学
課程実験室15

研究棟13階
工学部会議室5

福田浩章研究室
木村昌臣研究室
真鍋宏幸研究室

情報・通信工学課程実験室1
情報・通信工学課程実験室2

研究棟13階
工学部会議室4

研究棟13階工学部会議室2
情報・通信工学課程実験室17

金丸真奈美研究室

情報・通信工学課程実験室16
研究棟13階工学部会議室3

情報・通信工学
課程実験室14

EV EV

WC

情報・通信工学課程実験室4

倉庫

倉庫

EV
WC

13F

情報・通信工学課程実験室3

WC

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ
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情報・通信工学
課程実験室13

木下雄一朗研究室

新熊亮一研究室
金尾太郎研究室
渡部昌平研究室

情報・通信工学課程実験室5
情報・通信工学課程実験室6

篠埜功研究室
情報・通信工学課程実験室9
井尻敬研究室

情報・通信工学課程実験室7

情報・通信工学課程実験室12
情報・通信工学課程実験室11
情報・通信工学課程実験室10

菅谷みどり研究室

研究棟14階
工学部会議室

EV EV

情報・通信工学課程実験室8

杉本徹研究室

14F

倉庫 倉庫

事務室2

危機管理室

EV

WC

人事課
校友後援・
社会連携課
総務・秘書課

財務・
経理課

WC

中丸智貴研究室

AED

車イス

多機能トイレ

生理用品設置トイレ



72CAMPUS DIARY 2026

は
じ
め
に

学
　
費

施
　
設

学
　
修

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
図

窓
口
案
内

奨
学
金

就
職・進
学

凡　　　例
教員名　キャンパス名・建築物名・階層

宮：大宮キャンパス　豊：豊洲キャンパス
〇号：〇号館　先端：先端工学研究機構棟　研究：研究棟　本部：本部棟　教室：教室棟

ア
アーリャシュリー 豊・本部・11F
相曽 浩平 豊・研究・11F
青木 孝史朗 豊・研究・4F
青木 洋貴 豊・本部・5F
青谷 知幸 宮・５号・5F
赤木 亮太 宮・創・5F
秋元 孝之 豊・本部・9F
淺野 裕俊 宮・創・4F
蘆澤 雄亮 豊・本部・5F
アズハム ズルカルナイン 宮・６号・2F
穴見 健吾 豊・研究・9F
アハメッド クムクム 豊・本部・11F
安孫子 聡子 豊・研究・11F
新井 剛 豊・研究・10F
新井 麻希 豊・研究・12F
安藤 吉伸 豊・研究・11F
李 素潤 豊・研究・12F
李 ひよん 豊・研究・12F
飯塚 浩二郎 宮・５号・4F
井岡 惠理 宮・５号・4F
石井 康之 宮・３号・2F
石川 博康 豊・研究・9F
石川 裕次 宮・５号・5F
石﨑 聡之 宮・４号・4F
石﨑 貴裕 豊・研究・10F
井尻 敬 豊・研究・14F
石渡 哲哉 宮・５号・5F
市川 学 宮・創・4F
伊藤 和寿 宮・５号・3F
伊藤 暢彦 宮・５号・4F
井戸川 知之 宮・５号・4F
稲積 真哉 豊・研究・9F
稲積 真哉 豊・本部・6F
井上 芳幸 宮・５号・2F
猪熊 純 豊・本部・9F
伊代田 岳史 豊・研究・9F
岩倉 成志 豊・研究・9F
磐田 朋子 宮・創・6F
内村 裕 豊・研究・3F
瓜生 大輔 豊・本部・5F
榎本 裕子 宮・５号・4F
江間 諒一 宮・創・5F
遠藤 理恵 豊・研究・11F
大口 裕之 豊・研究・12F

大須賀 洋祐 宮・創・5F
大谷 拓也 宮・５号・3F
大橋 裕太郎 宮・４号・5F
大橋 由紀子 宮・４号・4F
岡崎 瑠美 豊・本部・7F
小柏 典華 豊・本部・7F
岡田 佳子 宮・４号・5F
岡野 道子 豊・本部・8F
奥 貴紀 豊・本部・6F
奥田 宏志 宮・創・5F
越阪部 奈緒美 宮・創・6F
尾崎 克久 宮・５号・5F
小澤 雄樹 豊・本部・8F
小野 直樹 豊・研究・4F

カ
片岡 誠 宮・５号・5F
勝木 太 豊・研究・9F
カトラミーズ ターレク 宮・創・6F
金尾 太郎 豊・研究・14F
金丸 真奈美 豊・研究・13F
蟹澤 宏剛 豊・本部・8F
加納 慎一郎 豊・研究・9F
梶ヶ谷 徹 宮・５号・4F
椛山 健二 豊・本部・8F
上岡 英史 豊・本部・11F
亀尾 佳貴 豊・研究・4F
亀子 正喜 宮・５号・3F
苅谷 義治 豊・研究・11F
川上 幸男 宮・５号・3F
川島 洋人 宮・６号・2F
川嶋 嶺 豊・研究・11F
河田 卓也 豊・研究・3F
神澤 雄智 豊・研究・12F
岸田 慎司 豊・本部・8F
木須 一彰 豊・研究・12F
北川 理 豊・研究・13F
木戸脇 匡俊 豊・研究・13F
木下 雄一朗 豊・研究・14F
君島 真仁 宮・５号・3F
金 勲 豊・本部・9F
木村 昌臣 豊・研究・13F
弓野 健太郎 豊・研究・11F
行田 弘一 豊・研究・12F
久野 恵理香 豊・本部・11F
久保田 あや 宮・５号・2F

クリコウィッツ アリシア 豊・本部・11F
栗島 英明 豊・本部・9F
黒川 康宏 豊・本部・8F
桑田 仁 豊・本部・9F
桑原 彬 豊・研究・4F
桑原 央明 宮・５号・3F
コーワタナサクン ウッパラット 宮・創・6F
胡 瀟丹 宮・創・4F
小池 義和 豊・研究・10F
小岩 健太 豊・研究・10F
郷田 修身 豊・本部・9F
古川 琢磨 豊・研究・4F
小菅 瑠香 豊・本部・7F
後藤 裕介 宮・創・4F
小西 利史 宮・創・5F
小塙 芳秀 豊・本部・8F
小山 友介 宮・創・4F
近藤 武士 宮・５号・5F
紺野 克昭 豊・研究・9F

サ
サイ 貴生 宮・５号・5F
齋藤 敦史 豊・研究・12F
斎藤 寛泰 豊・研究・4F
齋藤 真 豊・研究・11F
佐伯 暢人 豊・研究・3F
坂井 直道 豊・本部・11F
坂上 賢一 豊・研究・3F
榊原 暢久 宮・４号・5F
作山 康 宮・５号・5F
櫻井 みぎ和 宮・４号・5F
櫻木 新 宮・４号・4F
迫田 大輔 宮・創・6F
佐々木 毅 豊・本部・6F
佐々木 昌浩 豊・研究・10F
篠埜 功 豊・研究・14F
佐藤 大樹 宮・創・5F
佐藤 宏亮 豊・本部・8F
佐藤 佑樹 宮・５号・3F
澤 武一 豊・研究・1F
澤田 英行 宮・５号・5F
椎名 毅 豊・本部・11F
ジェズニチカ イザベラ イレナ 宮・４号・3F
塩澤 友樹 宮・４号・5F
志方 宣之 豊・本部・7F
重宗 宏毅 豊・研究・10F

研究室索引
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繁里 光宏 豊・本部・5F
志手 一哉 豊・本部・8F
柴田 翔平 宮・創・5F
清水 郁郎 豊・本部・7F
清水 健一 宮・５号・3F
志村 秀明 豊・本部・9F
下条 雅幸 豊・研究・10F
シャルー モハマドダン 豊・本部・11F
白井 克明 豊・研究・3F
新熊 亮一 豊・研究・14F
新谷 真由 宮・４号・4F
真保 晶子 宮・５号・2F
菅 宣理 豊・研究・12F
菅谷 みどり 豊・研究・13F、14F
杉本 徹 豊・研究・14F
杉本 匡史 豊・本部・6F
鈴木 栄男 宮・３号・2F
鈴木 達夫 宮・５号・4F
鈴木 徹也 宮・５号・2F
須原 義智 宮・６号・2F
スリーピァン ピーラヤー 豊・本部・11F
諏訪 将範 宮・４号・5F
瀬川 尋貴 豊・研究・12F
芹澤 愛 豊・研究・10F
芹澤 愛 豊・研究・12F
袖野 玲子 宮・創・6F

タ
髙木 基樹 宮・創・6F
髙嶋 和毅 宮・創・4F
高橋 正信 宮・創・4F
髙山 祐三 宮・創・6F
竹内 慎吾 宮・５号・3F
竹澤 悠典 宮・創・5F
田嶋 稔樹 豊・研究・12F
田中 愼一 豊・研究・12F
田中 直彦 宮・５号・4F
田中 みなみ 宮・５号・3F
田中 友佳子 宮・５号・2F
田中 由乃 豊・研究・9F
田邉 匡生 豊・本部・5F
谷口 大造 豊・本部・9F
タム ブイ ゴック 宮・４号・5F
田森 宥好 宮・５号・3F
丹下 学 豊・研究・3F
陳 新開 宮・５号・4F
對馬 聖菜 豊・本部・9F
土持 崇嗣 豊・研究・10F
土屋 知洋 宮・４号・4F
恒安 眞佐 豊・本部・9F
角田 和巳 豊・研究・3F
ディダ プスピタ サリ 宮・４号・3F

テチンカヤ アハメット 豊・本部・11F
當麻 浩司 豊・研究・9F
徳本 一善 宮・創・6F
栃内 文彦 宮・４号・5F
富田 裕介 宮・３号・2F
トロヴァト ガブリエレ 豊・本部・11F

ナ
永 直文 豊・研究・13F
永井 佑季 豊・本部・8F
中川 晃 豊・本部・6F
中川 雅史 豊・研究・9F
長澤 純人 豊・研究・4F
中島 瑞季 豊・本部・5F
中津 智則 宮・５号・5F
中野 匡規 豊・研究・9F
中丸 智貴 豊・研究・14F
長原 徹 宮・４号・5F
中村 真吾 宮・４号・5F
中村 統太 宮・３号・2F
中村 奈緒子 宮・創・6F
中村 仁 宮・５号・5F
並河 努 豊・研究・9F
ニコデムス レディアン 宮・５号・4F
西川 宏之 豊・研究・11F
西沢 大良 豊・本部・8F
西村 強 宮・４号・5F
野田 和彦 豊・研究・10F
野田 夏子 豊・本部・6F
野村 幹弘 豊・研究・12F

ハ
橋田 規子 豊・本部・5F
橋村 真治 豊・研究・4F
長谷川 忠大 豊・研究・11F
長谷川 浩志 宮・５号・3F
畑 勝裕 豊・研究・10F
幡野 明彦 宮・創・5F
パトハック サーサク 豊・研究・11F
濱崎 啓太 豊・研究・13F
濱崎 仁 豊・本部・9F
浜野 学 宮・４号・4F
早房 敬祐 豊・本部・5F
原田 拓弥 宮・創・4F
原田 真宏 豊・本部・9F
原田 曜平 豊・本部・6F
坂 茂 豊・本部・7F
久住 憲嗣 宮・５号・5F
平尾 章成 豊・本部・5F
平田 貞代 豊・研究・6F
平林 由希子 豊・研究・9F
平山 裕 宮・５号・4F

廣瀬 三平 宮・４号・4F
廣瀬 敏也 豊・研究・4F
廣田 佳久 宮・６号・2F
ファン スアン タン 豊・本部・11F
深田 健太 豊・研究・9F
深野 真子 宮・４号・4F
福井 浩二 宮・６号・2F
福田 亜希子 宮・５号・4F
福田 浩章 豊・研究・13F
藤田 吾郎 豊・研究・10F
藤田 稔之 豊・研究・11F
二井 信行 豊・研究・3F
プレーマチャンドラ チンタカ 豊・研究・10F
不破 正仁 宮・５号・5F
ヘンリー マイケル ワード 豊・研究・9F
保坂 亮介 宮・５号・4F
細矢 直基 豊・研究・4F
堀 顕子 宮・創・5F
堀江 亮太 豊・研究・12F
本多 久美子 豊・本部・7F
本田 まり 宮・４号・5F

マ
前田 健吾 宮・３号・2F
前田 英寿 豊・本部・8F
前田 慶博 豊・研究・10F
正木 匡彦 豊・研究・10F
益子 宗 豊・本部・5F
増田 幸宏 宮・５号・5F
松尾 繁樹 豊・研究・3F
松下 希和 宮・５号・5F
松田 晴英 宮・４号・5F
松原 良太 宮・４号・5F
松村 一成 豊・研究・10F
真鍋 宏幸 豊・研究・13F
間野 一則 宮・創・4F
水谷 晃啓 宮・５号・5F
宮本 仁志 豊・研究・9F
三好 匠 宮・５号・4F
ミリアラ ムラリダ 宮・先端・3F
武藤 憲司 豊・研究・12F
武藤 正義 宮・５号・2F
村上 嘉代子 宮・４号・4F
村上 公哉 豊・本部・9F
持永 大 宮・創・4F
メレパオロ 宮・４号・５F
森野 博章 豊・研究・12F

ヤ
矢嶋 伊知朗 宮・６号・2F
安村 禎明 宮・４号・5F
谷田川 ルミ 宮・４号・5F

研究室索引
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矢田部 清美 宮・５号・2F
矢作 裕司 豊・研究・3F
山口 正樹 豊・研究・9F
山㟢 一也 宮・５号・4F
山崎 憲一 豊・本部・6F
山崎 託 宮・５号・4F
山澤 浩司 宮・４号・４F
山代 悟 豊・本部・８F
山本 文子 宮・先端・2F
山本 紳一郎 宮・創・6F
山本 創太 豊・本部・5F
梁 元碩 豊・本部・6F

湯本 敦史 豊・研究・11F
楊 鯤昊 宮・4号・５F
横井 秀樹 豊・研究・9F
吉久保 肇子 豊・本部・11F
吉田 健二 宮・５号・2F
吉田 光輝 豊・研究・3F
吉田 慎哉 豊・研究・4F
吉原 正一郎 豊・研究・4F
吉見 卓 豊・研究・11F
吉見 靖男 豊・研究・12F
吉村 建二郎 宮・創・5F
米満 文哉 宮・４号・5F

ラ
ラオハカンワンウィット ティポーン 豊・本部・11F
ラジャゴパラン ウママヘスワリ 豊・本部・11F
李 沁潼 豊・研究・12F
楽 奕平 豊・研究・9F

ワ
渡邉 大 宮・５号・3F
渡邉 宣夫 宮・創・6F
渡邉 祥正 宮・３号・2F
渡部 昌平 豊・研究・14F
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学校法人芝浦工業大学の設置する学校は、芝浦工業大学附属中学校、芝浦工業大学附属高等学校、芝浦工業
大学柏中学校、芝浦工業大学柏高等学校と芝浦工業大学です。大学は、豊洲・大宮キャンパスからなり、工学
部、システム理工学部、デザイン工学部、建築学部の4学部と大学院理工学研究科、付置機関としてSIT総合
研究所を設置しています。

■ 大学とその付置機関　　芝浦工業大学：Shibaura Institute of Technology

工学部 College of Engineering

機械工学課程
・基幹機械コース
・先進機械コース

Mechanical Engineering
・Fundamental Mechanical Engineering
・Advanced Mechanical Engineering

物質化学課程
・環境・物質工学コース
・化学・生命工学コース

Chemistry and Materials
・Environment and Materials Engineering
・Chemistry and Biotechnology

電気電子工学課程
・電気・ロボット工学コース
・先端電子工学コース

Electrical and Electronic Engineering
・Electrical Engineering and Robotics
・Advanced Electronic Engineering

情報・通信工学課程
・情報通信コース
・情報工学コース

Computer and Communications Engineering
・Information and Communications Engineering
・Computer Science and Engineering

土木工学課程
・都市・環境コース

Civil Engineering
・Urban Infrastructure and Environment

機械工学科* Department of Mechanical Engineering

機械機能工学科* Department of Engineering Science and Mechanics

材料工学科* Department of Materials Science and Engineering

応用化学科* Department of Applied Chemistry

電気工学科* Department of Electrical Engineering

電子工学科* Department of Electronic Engineering

情報通信工学科* Department of Information and Communications Engineering

情報工学科* Department of Computer Science and Engineering

土木工学科* Department of Civil Engineering

先進国際課程 Innovative Global Program
＊  2023年度入学生まで

システム理工学部 College of Systems Engineering and Science

情報課程
・IoTコース
・ソフトウェアコース
・メディアコース
・データサイエンスコース

Information Science and Engineering Program
・IoT Course
・Software Course
・Media Course
・Data Science Course

機械・電気課程
・機械・電気コース

Mechatronics Program
・Mechatronics Course

建築・環境課程
・建築コース
・環境・都市コース

Architecture and Environmental Systems Program
・Architecture and Architectural Engineering Course
・Environmental Systems and Urban Planning Course

大学の組織
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大学の組織
システム理工学部 College of Systems Engineering and Science

生命科学課程
・生命科学コース
・医工学コース
・スポーツ工学コース

Bioscience and Engineering Program
・Bioscience Course
・Biomedical Engineering Course
・Sports Engineering Course

数理科学課程
・数理科学コース

Mathematical Sciences Program
・Mathematical Sciences Course

電子情報システム学科* Department of Electronic Information Systems

機械制御システム学科* Department of Machinery and Control Systems

環境システム学科* Department of Planning, Architecture and Environmental Systems

生命科学科* Department of Bioscience and Engineering

数理科学科* Department of Mathematical Sciences
＊  2025年度入学生まで

デザイン工学部 College of Engineering and Design

デザイン工学科 Department of Design Engineering

建築学部 School of Architecture

建築学科 Department of Architecture

大学院理工学研究科
（修士課程）

Graduate School of Engineering and Science (Master's Program)

電気電子情報工学専攻 Electrical Engineering and Computer Science

材料工学専攻 Materials Science and Engineering

応用化学専攻 Applied Chemistry

機械工学専攻 Mechanical Engineering

システム理工学専攻 Systems Engineering and Science

国際理工学専攻 Global course of Engineering and Science

社会基盤学専攻 Civil Engineering

建築学専攻 Architecture and Architectural Engineering

大学院理工学研究科
（博士［後期］課程）

Graduate School of Engineering and Science (Doctor's Program)

地域環境システム専攻 Regional Environment Systems

機能制御システム専攻 Functional Control Systems 

付置機関

SIT総合研究所 SIT Research Laboratories



77

大宮キャンパス
〒337-8570　埼玉県さいたま市見沼区深作307　048−687−5000 （大学代表）

部署名 電話番号 部署名 電話番号

学事・学生課 048−687−5105 工学部基礎教養事務室（4号館4階） 048−687−5003

大学院学事部 048−720−6460 非常勤講師室（4号館3階） 048−720−6410

管理課 048−687−5000 電子情報システム学科　書記室 048−687−5800

ヘルス＆ウェルビーイング・トータ
ルサポート室（保健室） 048−687−5113 機械制御システム学科　書記室 048−687−5172

学生相談室 048−687−5112 環境システム学科　書記室 048−687−5820

図書館 048−687−5104 生命科学科　書記室 048−720−6010

キャリアサポート課 048−687−5109 数理科学科　書記室 048−720−6080

大宮キャンパス周辺の医療機関　等

施設名 所在地 電話番号

ハレノテラスすこやか内科
クリニック さいたま市見沼区島町393 048−748−5307

戸田整形外科胃腸科病院 さいたま市見沼区東大宮6-22-1 048−687−3300

いしだ皮膚科 さいたま市見沼区東大宮5-41-1 048−687−4112

のいり眼科 さいたま市見沼区東大宮6-9-1 048−688−7575

丸山記念総合病院（土・日AM可） さいたま市岩槻区本町2-10-5 048−757−3511

埼玉県救急電話相談 - #7119

さいたま市大宮休日夜間急患 さいたま市北区宮原町1-851 048−667−8180

大宮東警察署 さいたま市見沼区大字風渡野35-1 048−682−0110

※電話番号を通知しておかけください。

芝浦工業大学所在地ならびに電話番号
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豊洲キャンパス
〒135-8548　東京都江東区豊洲3-7-5　03−5859−7000（大学代表）

部署名 電話番号
学生課 03−5859−7370
大学院学事部 03−5859−7420
ヘルス＆ウェルビーイング・トータ
ルサポート室（保健室） 03−5859−7400

学生相談室 048−687−5112
図書館 03−5859−7460
キャリアサポート課 03−5859−7440
国際プログラム推進課 03−5859−7140
校友後援・社会連携課 03−5859−7120

教員サポート
センター

（研究棟2階） 03−5859−8550
（本部棟4階） 03−5859−8560

財務課 03−5859−7250

豊洲キャンパス周辺の医療機関　等

施設名 所在地 電話番号

寺沢クリニック（内科） 江東区豊洲2-5-3　1F 03−6273−2030

タムスファミリークリニック
（整形外科）

江東区豊洲2-2-1　
ららぽーと3号館4F 03−3520−8813

豊洲パークシティ皮膚科 江東区豊洲2-5-3-102E 03−5547−1221

豊洲駅前眼科 江東区豊洲5-5-10　2F 03−6220−1110

東京都保健医療情報センター
（ひまわり） 03−5272−0303

深川警察署 江東区木場3-18-6 03−3641−0110

芝浦工業大学所在地ならびに電話番号
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1927年

5月

東
京
高
等
工
商
学
校
設
立（
創
立
者　

有
元
史
郎
）、

東
京
府
荏
原
郡
大
森
町（
現
大
田
区
）に
大
森
校
舎
開
校

初
代
校
長
に
法
学
博
士
瀧
本
誠
一
就
任

土
木
工
学
科
、建
築
工
学
科
、商
業
学
科
設
置

1927年

9月

芝
区（
現
港
区
）に
第
2
校
舎（
芝
浦
校
舎
）開
校

1928年

11月

東
京
高
等
工
商
学
校
校
友
会（
現
学
生
会
）発
会
式
挙
行

1929年

6月

東
京
高
等
工
商
学
校
長
に
工
学
博
士
名
井
九
介
就
任

1929年

7月

東
京
高
等
工
商
学
校
商
業
学
科
廃
止
、電
気
工
学
科
増
設
、

東
京
高
等
工
学
校
に
校
名
変
更

1931年

1月

東
京
高
等
工
学
校
に
機
械
工
学
科
設
置

1933年

4月

大
森
校
舎
閉
鎖

1933年

11月

東
京
高
等
工
学
校
歌
制
定（
有
元
史
郎
作
詞
、須
川
政
太
郎
作
曲
）

1936年

4月

東
京
高
等
工
学
校
長
に
創
立
者
の
有
元
史
郎
就
任

1938年

6月

東
京
高
等
工
学
校
長
に
岸
本
綾
夫
就
任

1941年

10月

東
京
高
等
工
学
校
歌
制
定（
北
原
白
秋
作
詞
、山
田
耕
筰
作
曲
、以
後
、

芝
浦
工
業
専
門
学
校
歌
、芝
浦
工
業
大
学
校
歌
と
な
る
）

1943年

3月

財
団
法
人
東
京
高
等
工
学
校
設
立

1943年

10月

財
団
法
人
東
京
高
等
工
学
校
を
財
団
法
人
芝
浦
学
園
に
名
称
変
更

1943年

12月

東
京
高
等
工
学
校
を
芝
浦
高
等
工
学
校
に
校
名
変
更

1944年

4月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
設
置
、

校
長
事
務
取
扱
に
工
学
博
士
松
縄
信
太
就
任

機
械
科
、電
気
科
、土
木
科
、建
築
科
設
置

1945年

4月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
に
化
学
工
業
科
設
置

1946年

10月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
長
に
工
学
博
士
松
縄
信
太
就
任

1947年

3月

芝
浦
高
等
工
学
校
廃
止

1948年

4月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
に
工
業
経
営
科（
夜
間
）設
置

1949年

4月

芝
浦
工
業
大
学
に
工
学
部
設
置
、

初
代
学
長
に
工
学
博
士
松
縄
信
太
就
任

機
械
工
学
科
、土
木
工
学
科
設
置

1950年

3月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
に
電
気
工
学
科
設
置

1950年

3月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
長
に
工
学
博
士
服
部
定
一
就
任

1951年

2月

財
団
法
人
芝
浦
学
園
を
学
校
法
人
芝
浦
学
園
に
改
組

1954年

3月

芝
浦
工
業
大
学
に
工
業
研
究
所
設
置

1954年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
に
建
築
学
科
、工
業
化
学
科
設
置

1955年

3月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
廃
止

1956年

4月

芝
浦
工
業
大
学
に
工
学
部
二
部
設
置
、機
械
工
学
科
、

電
気
工
学
科（
5
年
制
）設
置

1959年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
に
金
属
工
学
科
、電
子
工
学
科
設
置

1961年

6月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
服
部
定
一
就
任

1962年

4月

学
校
法
人
芝
浦
学
園
を
学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
に
名
称
変
更

1963年

3月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
設
置
、

電
気
工
学
専
攻
、金
属
工
学
専
攻
、工
業
化
学
専
攻
設
置

1964年

12月

芝
浦
工
業
大
学
に
電
子
計
算
機
室
開
室

1966年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
に
機
械
工
学
第
二
学
科
、

通
信
工
学
科
、建
築
工
学
科
工
業
経
営
学
科
設
置

1966年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
宮
校
舎
開
校

1968年

10月

芝
浦
工
業
大
学
長
代
行
に
工
学
博
士
大
北
忠
男
就
任

1969年

12月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
鳥
山
武
雄
就
任

1970年

4月

工
業
研
究
所
を
工
学
研
究
所
に
改
組

1972年

12月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
沖
種
郎
就
任

1976年

1月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
藤
井
正
一
就
任

1976年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
に
機
械
工
学
専
攻
、

建
設
工
学
専
攻
設
置

1981年

1月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
宮
地
杭
一
就
任

1986年

4月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
柳
井
久
義
就
任

1991年

4月

芝
浦
工
業
大
学
に
シ
ス
テ
ム
工
学
部
設
置

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
、機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
学
科
、

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
設
置

1991年

4月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
大
本
修
就
任

1995年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
に
博
士（
後
期
）課
程
設
置

地
域
環
境
シ
ス
テ
ム
専
攻
、機
能
制
御
シ
ス
テ
ム
専
攻
設
置

1995年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
二
部
に
電
気
設
備
学
科
設
置

1996年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
金
属
工
学
科
を

材
料
工
学
科
に
名
称
変
更

1996年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
金
属
工
学
専
攻
を

材
料
工
学
専
攻
に
名
称
変
更

1997年

4月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
小
口
泰
平
就
任

1997年

4月

芝
浦
工
業
大
学
先
端
工
学
研
究
機
構
設
置

2000年

4月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
理
学
博
士
江
崎
玲
於
奈
就
任

2001年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
工
業
化
学
科
を

応
用
化
学
科
に
名
称
変
更

2001年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
工
業
経
営
学
科
を

情
報
工
学
科
に
名
称
変
更

2001年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
工
業
化
学
専
攻
を

応
用
化
学
専
攻
に
名
称
変
更

2003年

3月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
二
部
電
気
工
学
科
、

機
械
工
学
科
学
生
募
集
停
止

2003年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
を
工
学
部
に
名
称
変
更
、

昼
夜
開
講
制
導
入

2003年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
に
工
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
設
置
、

工
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
設
置

2004年

3月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
二
部
電
気
設
備
学
科
学
生
募
集
停
止

2004年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
電
気
工
学
専
攻
を

電
気
電
子
情
報
工
学
専
攻
に
名
称
変
更

2005年

4月

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立

2005年

4月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
平
田
賢
就
任

2006年

4月

芝
浦
工
業
大
学
豊
洲
校
舎
開
校

2007年

5月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
4
学
科（
機
械
工
学
科
、機
械
工
学
第
二
学
科
、

応
用
化
学
科
、電
気
工
学
科
）が
、日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構（
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｅ
Ｅ
）に
よ
り
認
定
さ
れ
る

2007年

12月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
柘
植
綾
夫
就
任

2008年

4月

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
に
生
命
科
学
科
設
置

2009年

4月

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
を

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
に
名
称
変
更

2009年

4月

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
に
数
理
科
学
科
設
置

2009年

4月

芝
浦
工
業
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
設
置
、

デ
ザ
イ
ン
工
学
科
設
置

2009年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
機
械
工
学
第
二
学
科
を

機
械
機
能
工
学
科
に
名
称
変
更

2009年

4月

芝
浦
工
業
大
学
芝
浦
校
舎
開
校

2009年

4月

Ｓ
Ｉ
Ｔ
総
合
研
究
所
設
置

2011年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
を

理
工
学
研
究
科
に
名
称
変
更

2011年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
に

シ
ス
テ
ム
理
工
学
専
攻
設
置

芝
浦
工
業
大
学
校
歌

2012年

4月

芝
浦
工
業
大
学
学
長
に
工
学
博
士
村
上
雅
人
就
任

2012年

4月

教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
設
置

2013年

4月

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
に
国
際
学
生
寮
開
設

2016年

4月

東
大
宮
学
生
寮（
男
子
寮
）開
設

2017年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学
科
、建
築
工
学
科
学
生
募
集
停
止

2017年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
学
生
募
集
停
止

2017年

4月

芝
浦
工
業
大
学
に
建
築
学
部
設
置
、建
築
学
科
設
置

2017年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
に

国
際
理
工
学
専
攻
設
置

2018年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
通
信
工
学
科
を

情
報
通
信
工
学
科
に
名
称
変
更

2019年

4月

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
第
2
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
設

2020年

10月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
に
先
進
国
際
課
程
設
置

2021年

4月

芝
浦
工
業
大
学
学
長
に
工
学
博
士
山
田
純
就
任

2021年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
に
社
会
基
盤
学
専
攻
、

建
築
学
専
攻
設
置

2022年

4月

駅
伝
部
専
用
学
生
寮
白
亜
寮
開
設

2022年

9月

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
に
本
部
棟
開
設

2024年

3月

熱
海
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
開
所

2024年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
が
課
程
制
に
移
行

2025年

4月

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
を
改
組

2025年

12月

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
創
発
棟
竣
工

2026年

4月

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
が
定
員
増
し
課
程
制
に
移
行
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1927年

5月

東
京
高
等
工
商
学
校
設
立（
創
立
者　

有
元
史
郎
）、

東
京
府
荏
原
郡
大
森
町（
現
大
田
区
）に
大
森
校
舎
開
校

初
代
校
長
に
法
学
博
士
瀧
本
誠
一
就
任

土
木
工
学
科
、建
築
工
学
科
、商
業
学
科
設
置

1927年

9月

芝
区（
現
港
区
）に
第
2
校
舎（
芝
浦
校
舎
）開
校

1928年

11月

東
京
高
等
工
商
学
校
校
友
会（
現
学
生
会
）発
会
式
挙
行

1929年

6月

東
京
高
等
工
商
学
校
長
に
工
学
博
士
名
井
九
介
就
任

1929年

7月

東
京
高
等
工
商
学
校
商
業
学
科
廃
止
、電
気
工
学
科
増
設
、

東
京
高
等
工
学
校
に
校
名
変
更

1931年

1月

東
京
高
等
工
学
校
に
機
械
工
学
科
設
置

1933年

4月

大
森
校
舎
閉
鎖

1933年

11月

東
京
高
等
工
学
校
歌
制
定（
有
元
史
郎
作
詞
、須
川
政
太
郎
作
曲
）

1936年

4月

東
京
高
等
工
学
校
長
に
創
立
者
の
有
元
史
郎
就
任

1938年

6月

東
京
高
等
工
学
校
長
に
岸
本
綾
夫
就
任

1941年

10月

東
京
高
等
工
学
校
歌
制
定（
北
原
白
秋
作
詞
、山
田
耕
筰
作
曲
、以
後
、

芝
浦
工
業
専
門
学
校
歌
、芝
浦
工
業
大
学
校
歌
と
な
る
）

1943年

3月

財
団
法
人
東
京
高
等
工
学
校
設
立

1943年

10月

財
団
法
人
東
京
高
等
工
学
校
を
財
団
法
人
芝
浦
学
園
に
名
称
変
更

1943年

12月

東
京
高
等
工
学
校
を
芝
浦
高
等
工
学
校
に
校
名
変
更

1944年

4月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
設
置
、

校
長
事
務
取
扱
に
工
学
博
士
松
縄
信
太
就
任

機
械
科
、電
気
科
、土
木
科
、建
築
科
設
置

1945年

4月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
に
化
学
工
業
科
設
置

1946年

10月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
長
に
工
学
博
士
松
縄
信
太
就
任

1947年

3月

芝
浦
高
等
工
学
校
廃
止

1948年

4月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
に
工
業
経
営
科（
夜
間
）設
置

1949年

4月

芝
浦
工
業
大
学
に
工
学
部
設
置
、

初
代
学
長
に
工
学
博
士
松
縄
信
太
就
任

機
械
工
学
科
、土
木
工
学
科
設
置

1950年

3月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
に
電
気
工
学
科
設
置

1950年

3月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
長
に
工
学
博
士
服
部
定
一
就
任

1951年

2月

財
団
法
人
芝
浦
学
園
を
学
校
法
人
芝
浦
学
園
に
改
組

1954年

3月

芝
浦
工
業
大
学
に
工
業
研
究
所
設
置

1954年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
に
建
築
学
科
、工
業
化
学
科
設
置

1955年

3月

芝
浦
工
業
専
門
学
校
廃
止

1956年

4月

芝
浦
工
業
大
学
に
工
学
部
二
部
設
置
、機
械
工
学
科
、

電
気
工
学
科（
5
年
制
）設
置

1959年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
に
金
属
工
学
科
、電
子
工
学
科
設
置

1961年

6月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
服
部
定
一
就
任

1962年

4月

学
校
法
人
芝
浦
学
園
を
学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
に
名
称
変
更

1963年

3月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
設
置
、

電
気
工
学
専
攻
、金
属
工
学
専
攻
、工
業
化
学
専
攻
設
置

1964年

12月

芝
浦
工
業
大
学
に
電
子
計
算
機
室
開
室

1966年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
に
機
械
工
学
第
二
学
科
、

通
信
工
学
科
、建
築
工
学
科
工
業
経
営
学
科
設
置

1966年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
宮
校
舎
開
校

1968年

10月

芝
浦
工
業
大
学
長
代
行
に
工
学
博
士
大
北
忠
男
就
任

1969年

12月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
鳥
山
武
雄
就
任

1970年

4月

工
業
研
究
所
を
工
学
研
究
所
に
改
組

1972年

12月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
沖
種
郎
就
任

1976年

1月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
藤
井
正
一
就
任

1976年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
に
機
械
工
学
専
攻
、

建
設
工
学
専
攻
設
置

1981年

1月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
宮
地
杭
一
就
任

1986年

4月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
柳
井
久
義
就
任

1991年

4月

芝
浦
工
業
大
学
に
シ
ス
テ
ム
工
学
部
設
置

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
、機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
学
科
、

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
設
置

1991年

4月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
大
本
修
就
任

1995年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
に
博
士（
後
期
）課
程
設
置

地
域
環
境
シ
ス
テ
ム
専
攻
、機
能
制
御
シ
ス
テ
ム
専
攻
設
置

1995年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
二
部
に
電
気
設
備
学
科
設
置

1996年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
金
属
工
学
科
を

材
料
工
学
科
に
名
称
変
更

1996年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
金
属
工
学
専
攻
を

材
料
工
学
専
攻
に
名
称
変
更

1997年

4月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
小
口
泰
平
就
任

1997年

4月

芝
浦
工
業
大
学
先
端
工
学
研
究
機
構
設
置

2000年

4月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
理
学
博
士
江
崎
玲
於
奈
就
任

2001年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
工
業
化
学
科
を

応
用
化
学
科
に
名
称
変
更

2001年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
工
業
経
営
学
科
を

情
報
工
学
科
に
名
称
変
更

2001年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
工
業
化
学
専
攻
を

応
用
化
学
専
攻
に
名
称
変
更

2003年

3月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
二
部
電
気
工
学
科
、

機
械
工
学
科
学
生
募
集
停
止

2003年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
一
部
を
工
学
部
に
名
称
変
更
、

昼
夜
開
講
制
導
入

2003年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
に
工
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
設
置
、

工
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
設
置

2004年

3月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
二
部
電
気
設
備
学
科
学
生
募
集
停
止

2004年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
電
気
工
学
専
攻
を

電
気
電
子
情
報
工
学
専
攻
に
名
称
変
更

2005年

4月

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立

2005年

4月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
平
田
賢
就
任

2006年

4月

芝
浦
工
業
大
学
豊
洲
校
舎
開
校

2007年

5月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
4
学
科（
機
械
工
学
科
、機
械
工
学
第
二
学
科
、

応
用
化
学
科
、電
気
工
学
科
）が
、日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構（
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｅ
Ｅ
）に
よ
り
認
定
さ
れ
る

2007年

12月

芝
浦
工
業
大
学
長
に
工
学
博
士
柘
植
綾
夫
就
任

2008年

4月

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
に
生
命
科
学
科
設
置

2009年

4月

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
を

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
に
名
称
変
更

2009年

4月

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
に
数
理
科
学
科
設
置

2009年

4月

芝
浦
工
業
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
設
置
、

デ
ザ
イ
ン
工
学
科
設
置

2009年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
機
械
工
学
第
二
学
科
を

機
械
機
能
工
学
科
に
名
称
変
更

2009年

4月

芝
浦
工
業
大
学
芝
浦
校
舎
開
校

2009年

4月

Ｓ
Ｉ
Ｔ
総
合
研
究
所
設
置

2011年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
を

理
工
学
研
究
科
に
名
称
変
更

2011年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
に

シ
ス
テ
ム
理
工
学
専
攻
設
置

2012年

4月

芝
浦
工
業
大
学
学
長
に
工
学
博
士
村
上
雅
人
就
任

2012年

4月

教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
設
置

2013年

4月

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
に
国
際
学
生
寮
開
設

2016年

4月

東
大
宮
学
生
寮（
男
子
寮
）開
設

2017年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学
科
、建
築
工
学
科
学
生
募
集
停
止

2017年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
学
生
募
集
停
止

2017年

4月

芝
浦
工
業
大
学
に
建
築
学
部
設
置
、建
築
学
科
設
置

2017年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
に

国
際
理
工
学
専
攻
設
置

2018年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
通
信
工
学
科
を

情
報
通
信
工
学
科
に
名
称
変
更

2019年

4月

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
第
2
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
設

2020年

10月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
に
先
進
国
際
課
程
設
置

2021年

4月

芝
浦
工
業
大
学
学
長
に
工
学
博
士
山
田
純
就
任

2021年

4月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
に
社
会
基
盤
学
専
攻
、

建
築
学
専
攻
設
置

2022年

4月

駅
伝
部
専
用
学
生
寮
白
亜
寮
開
設

2022年

9月

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
に
本
部
棟
開
設

2024年

3月

熱
海
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
開
所

2024年

4月

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
が
課
程
制
に
移
行

2025年

4月

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
を
改
組

2025年

12月

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
創
発
棟
竣
工

2026年

4月

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
が
定
員
増
し
課
程
制
に
移
行

大
学
の
沿
革

太
字
は
、現
在
開
設
さ
れ
て
い
る
本
法
人
の
学
校
・
学
科
・
専
攻
・
付
置
機
関



2026年度 学部学年暦

日にち 内容
3月25日（水） 時間割・シラバス・学修の手引公開
3月31日（火）～4月3日（金） 学外単位認定・学外英語検定申請期間
4月2日（木） 入学式
4月2日（木）～4月6日（月） 春学期履修登録期間（在学生）
4月3日（金）～4月6日（月） 春学期履修登録期間（新入生）
4月13日（月） 春学期履修登録申請結果発表日
4月13日（月）～4月21日（火） 春学期履修登録確認期間
4月14日（火） 春学期、春1ターム授業開始日※
4月29日（水） 【昭和の日】は授業を実施します
5月4日（月） 【みどりの日】はオンデマンド授業を実施します
5月5日（火）～5月7日（木） 休講
5月15日（金） 休講
5月16日（土） 休講（大宮祭準備）
5月17日（日） 大宮祭
5月18日（月） 休講（大宮祭片づけ）
6月2日（火）～6月12日（金） TOEIC IP申込期間
6月9日（火） 春2ターム授業開始日※
6月9日（火）～6月15日（月） 春2ターム科目のみの履修削除期間※
6月23日（火） 休講（学生大会）
7月20日（月） 【海の日】は授業を実施します
7月29日（水） TOEIC IP試験日
8月8日（土）～8月18日（火） 窓口夏季休業期間
8月21日（金） 春学期成績公開日
8月21日（金）～9月4日（金） 春学期成績確認期間

※ターム制は工学部、デザイン工学部、建築学部のみ

【春学期・春1ターム・春2ターム】

…授業期間　　 …授業実施日　　色文字…日曜日・祝日　　 …TOEIC試験日

…休講　	

日 月 火 水 木 金 土
3月 22 23 24 25 26 27 28

4月

29 30 31 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25

5月

26 27 28 29 30 1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

6月

31 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27

7月

28 29 30 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25

8月

26 27 28 29 30 31 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

日にち 内容
9月10日（木） 春学期末学籍異動期日

9月11日（金）～9月15日（火） 秋学期履修登録期間
学外単位認定・学外英語検定申請期間

9月25日（金） 秋季入学式、秋季学位記授与式
9月25日（金） 秋学期履修登録申請結果発表日
9月25日（金）～10月3日（土） 秋学期履修登録確認期間
9月26日（土） 秋学期、秋1ターム授業開始日※
10月12日（月） 【スポーツの日】は授業を実施します
10月29日（木）、10月30日（金） 休講（芝浦祭準備）
10月31日（土）～11月2日（月） 芝浦祭
11月4日（水） 創立記念日
11月21日（土） 秋2ターム授業開始日※
11月21日（土）～11月27日（金） 秋2ターム科目のみの履修削除期間※
11月23日（月） 【勤労感謝の日】は授業を実施します
12月1日（火）～12月11日（金） TOEIC IP申込期間
12月26日（土）～1月6日（水） 窓口冬季休業期間
1月16日（土） 休講（大学入学共通テスト）
1月26日（火） TOEIC IP試験日
2月12日（金） 秋学期成績公開日
2月12日（金）～2月26日（金） 秋学期成績確認期間
2月26日（金） 転部・転科試験
3月10日（水） 年度末学籍異動期日
3月18日（木） 学位記授与式

※ターム制は工学部、デザイン工学部、建築学部のみ

…授業期間　　 …授業実施日　　色文字…日曜日・祝日　　 …TOEIC試験日

…休講

日 月 火 水 木 金 土

9月

30 31 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26

10月

27 28 29 30 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

11月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

12月

29 30 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26

1月

27 28 29 30 31 1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

2月 31 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

【秋学期・秋1ターム・秋2ターム】



日にち 内容
4月2日（木） 入学式
4月14日（火） 春学期、春1ターム授業開始日
4月29日（水） 【昭和の日】は授業を実施します
5月4日（月） 【みどりの日】はオンデマンド授業を実施します
5月5日（火）～5月7日（木） 休講
5月15日（金） 休講
5月16日（土） 休講（大宮祭準備）
5月17日（日） 大宮祭
5月18日（月） 休講（大宮祭片づけ）
6月2日（火）～6月12日（金） TOEIC IP申込期間
6月9日（火） 春2ターム授業開始日
6月23日（火） 休講（学生大会）
7月20日（月） 【海の日】は授業を実施します
7月29日（水） TOEIC IP試験日
8月21日（金） 春学期成績公開日
8月21日（金）～9月4日（金） 春学期成績確認期間

日にち 内容
9月10日（木） 春学期末学籍異動期日
9月25日（金） 秋季入学式、秋季学位記授与式
9月26日（土） 秋学期、秋1ターム授業開始日
10月12日（月） 【スポーツの日】は授業を実施します
10月29日（木）、10月30日（金） 休講（芝浦祭準備）
10月31日（土）～11月2日（月） 芝浦祭
11月4日（水） 創立記念日
11月21日（土） 秋2ターム授業開始日
11月23日（月） 【勤労感謝の日】は授業を実施します
12月1日（火）～12月11日（金） TOEIC IP申込期間
1月16日（土） 休講（大学入学共通テスト）
1月26日（火） TOEIC IP試験日
2月12日（金） 秋学期成績公開日
2月12日（金）～2月26日（金） 秋学期成績確認期間
3月10日（水） 年度末学籍異動期日
3月18日（木） 学位記授与式

日 月 火 水 木 金 土
3月 22 23 24 25 26 27 28

4月

29 30 31 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25

5月

26 27 28 29 30 1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

6月

31 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27

7月

28 29 30 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25

8月

26 27 28 29 30 31 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

日 月 火 水 木 金 土

9月

30 31 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26

10月

27 28 29 30 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

11月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

12月

29 30 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26

1月

27 28 29 30 31 1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

2月 31 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

2026年度　大学院理工学研究科学年暦
【春学期・春1ターム・春2ターム】

【秋学期・秋1ターム・秋2ターム】

…授業期間　　 …授業実施日　　色文字…日曜日・祝日　　 …TOEIC試験日

…休講

…授業期間　　 …授業実施日　　色文字…日曜日・祝日　　 …TOEIC試験日

…休講



時間割表（春学期）

月 火 水

1限
9：00 〜 10：40

2限
10：50 〜 12：30

昼休み

3限
13：20 〜 15：00

4限
15：10 〜 16：50

5限
17：00 〜 18：40

6限
18：50 〜 20：30



時間割表（春学期）

木 金 土月 火 水

1限
9：00 〜 10：40

2限
10：50 〜 12：30

昼休み

3限
13：20 〜 15：00

4限
15：10 〜 16：50

5限
17：00 〜 18：40

6限
18：50 〜 20：30



時間割表（秋学期）

月 火 水

1限
9：00 〜 10：40

2限
10：50 〜 12：30

昼休み

3限
13：20 〜 15：00

4限
15：10 〜 16：50

5限
17：00 〜 18：40

6限
18：50 〜 20：30



時間割表（秋学期）

木 金 土月 火 水

1限
9：00 〜 10：40

2限
10：50 〜 12：30

昼休み

3限
13：20 〜 15：00

4限
15：10 〜 16：50

5限
17：00 〜 18：40

6限
18：50 〜 20：30



2026年

S M T W T F S
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 � 30

4  APR.
S M T W T F S

1 2
❸ ❹ ❺ ❻ 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

5  MAY

S M T W T F S
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

6  JUN.

S M T W T F S
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 � 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

8  AUG.

S M T W T F S
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 � 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

7  JUL.

S M T W T F S
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 � � � 24 25 26
27 28 29 30

9  SEP.



2026年～2027年

S M T W T F S
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 � 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

10  OCT.
S M T W T F S
1 2 ❸ 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 � 24 25 26 27 28
29 30

11  NOV.

S M T W T F S
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

12  DEC.

S M T W T F S
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 � 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 � 24 25 26 27
28

2  FEB.

S M T W T F S
❶ 2

3 4 5 6 7 8 9
10 � 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

1  JAN.

S M T W T F S
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
� � 23 24 25 26 27
28 29 30 31

3  MAR.
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2026年４月１日　発行

芝浦工業大学Webサイト　https://www.shibaura-it.ac.jp

□ 豊洲キャンパス　学生課
 〒135-8548　東京都江東区豊洲3-7-5 Tel 03（5859）7370

□ 大宮キャンパス　学事・学生課
 〒337-8570　埼玉県さいたま市見沼区深作307 Tel 048（687）5105　

この冊子は芝浦工業大学後援会の支援により作成しています。
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